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1
コンピ ュータの診断機能

[HP Insight Diagnostics]ユーテ ィ リ テ ィ

✎ [HP Insight Diagnostics]ユーティリティは、一部のコンピュータ モデルのみ   

に付属しているCDに収録されています。

[HP Insight Diagnostics]ユーティリティを使用すると、お使いのコンピュー  

タのハードウェアのコンフィギュレーション情報を表示し、コンピュータの

サブシステムにハードウェア診断テストを実行することができます。この

ユーティリティは、ハードウェア問題を効率的に特定、診断、および分離す

る作業を簡素化します。

[HP Insight Diagnostics]を実行すると、[Survey]（調査）タブが表示されま  

す。このタブには、コンピュータの現在のコンフィギュレーションが表示さ

れます。[Survey]タブから、コンピュータについてのいくつかの情報カテゴ

リにアクセスすることができます。その他のタブには、診断テストのオプショ

ンやテスト結果などの追加情報が表示されます。各画面に表示された情報は、

htmlファイルとして保存し、ディスケットまたはUSBメモリに格納すること

ができます。

[HP Insight Diagnostics]を使用すると、コンピュータに取り付けられている  

デバイスがすべてシステムに認識されており、正常に機能しているかどうか

を判断できます。テストの実行は任意ですが、新しいデバイスを取り付けた

り接続したりした後には実行することをおすすめします。

サポート窓口に問い合わせる際は、事前にテストを実行し、テスト結果を保

存し、その結果を印刷して手元に用意しておいてください。

✎ 他社製のデバイスは、[HP Insight Diagnostics]では検出されない場合があり  

ます。
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コ ンピ ュータの診断機能
[HP Insight Diagnostics]ユーテ ィ リ テ ィ へのアクセス

[HP Insight Diagnostics]ユーティリティを使用するには、以下の手順に従っ  

てDocumentation and Diagnostics CD（ドキュメンテーションおよび診断ユー   

ティリティ CD）から起動します。

1. コンピュータの電源が入っているときに、Documentation and Diagnostics  
CDをコンピュータのオプティカル ドライブに挿入します。

2. オペレーティング システムをシャットダウンし、コンピュータの電源を 

切ります。

3. コンピュータの電源を入れます。システムがCDから起動します。

✎ システムがオプティカル ドライブのCDから起動しない場合は、コンピュー 

タ セットアップ（F10）ユーティリティで起動順序を変更して、ハードディ 

スク ドライブより前にオプティカル ドライブから起動されるようにする必  

要があります。詳しくは、Documentation and Diagnostics CDに収録されている   

『コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティ ガイド』を参照してく  

ださい。

4. メッセージが表示されたら、Safeモードで操作する場合は[Y]キーを、通

常モードで操作する場合にはその他のキーを押します。

✎ 指定された時間内にどのキーも押さなかった場合、デフォルトで通常モード

が選択されます。[Y]以外のキーを押した後に画面に何も表示されない場合

は、コンピュータを再起動して、メッセージが表示されたらSafeモードを選

択します。

5. 該当する言語を選択して、[Continue]（続行）をクリックします。

✎ 特定のキーボードをテストする場合を除き、使用する言語に対して割り当て

られているデフォルトのキーボードを使用することをおすすめします。

6. [End User License Agreement]（使用許諾契約書）ページで、条項に同 

意する場合には[Agree]（同意する）をクリックします。[HP Insight 
Diagnostics]ユーティリティが、[Survey]（調査）タブを表示した状態で

起動します。
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コ ン ピ ュータの診断機能
[Survey] （調査） タブ

[Survey]タブには、システムの重要なコンフィギュレーション情報が表示さ

れます。画面の左側にある[View]（ビュー）セクションでは、一部のコンフィ

ギュレーション データを表示する[Summary]（要約）ビュー、または選択し 

たカテゴリのすべてのデータを表示する[Advanced]（詳細）ビューを選択で

きます。[Summary]または[Advanced]のどちらを選択した場合でも、[Survey]

タブでは次の情報カテゴリが使用できます。

[All]（すべて）：コンピュータに関するすべての情報カテゴリを一覧表示しま

す。

[Overview]（概要）：コンピュータに関する一般的な情報を一覧表示します。

[Architecture]（アーキテクチャ）：システムBIOSおよびPCIデバイスの情報を

表示します。

[Asset Control]（資産管理）：アセット タグ、システムのシリアル番号、およ  

びプロセッサの情報を表示します。

[Communication]（通信）：コンピュータのパラレル（LPT）ポートとシリア

ル（COM）ポートの設定に関する情報、およびUSBとネットワーク コント 

ローラの情報を表示します。

[Graphics]（グラフィックス）：コンピュータのグラフィック コントローラに 

関する情報を表示します。

[Input Devices]（入力装置）：キーボード、マウス、およびコンピュータに接 

続されているその他の入力装置に関する情報を表示します。

[Memory]（メモリ）：コンピュータ内のすべてのメモリ関する情報を表示し

ます。これには、システム ボードのメモリ スロットと、取り付けられている  

すべてのメモリ モジュールが含まれます。

[Miscellaneous]（その他）：コンピュータのコンフィギュレーション メモリ 

（CMOS）から取得した情報、システム管理BIOSデータ、システム ボード デー  

タ、および診断コンポーネント情報を表示します。
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コ ンピ ュータの診断機能
[Storage]（記憶装置）：コンピュータに接続されている記憶メディアに関す

る情報を表示します。この一覧には、固定ディスク、ディスケット ドライブ、 

およびオプティカル ドライブが含まれます。

[System]（システム）：システム ボード、プロセッサ、シャーシ、およびBIOS 

に関する情報と、内部スピーカおよびPCIバスの情報を表示します。

[Test] （テス ト ） タブ

[Test]タブを使用して、システム内のテストする部分を選択することができま

す。また、テストの種類とテスト モードも選択できます。

選択できるテストのモードは次の2つです。

■ [Interactive Mode]（対話モード）：診断テストの手順を最大限に制御でき 

ます。テストを行っている間に、画面のメッセージに従って入力する必

要があります。また、テストが成功したか失敗したかについてはユーザ

自身が判断できます。

■ [Unattended Mode]（自動実行モード）：入力画面は表示されず、テスト 

中は操作する必要がありません。エラーが発見された場合、診断テスト

の完了時に表示されます。

選択できるテストの種類は次の3つです。

■ [Quick Test]（クイック テスト）：あらかじめ定義されたスクリプトで、  

各ハードウェア コンポーネントの一部がテストされます。[Unattended 
Mode]または[Interactive Mode]のどちらでもユーザによる操作を必要と 

しません。

■ [Complete Test]（完全テスト）：あらかじめ定義されたスクリプトで、各 

ハードウェア コンポーネントが完全にテストされます。[Interactive 
Mode]ではより多くのテストを実行できますが、ユーザによる操作が必

要となります。

■ [Custom Test]（カスタム テスト）：システムのテストの制御を最も柔軟  

に行えます。[Custom Test]モードを使用して、実行するデバイス、テス 

ト、およびテスト パラメータを特定できます。
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コ ン ピ ュータの診断機能
以下の手順でテストを開始します。

1. [Test]（テスト）タブを選択します。

2. タブの左側の[Type of Test]（テストの種類）から、実行するテストの種  

類（[Quick Test]（クイック テスト）、[Complete Test]（完全テスト）、ま   

たは[Custom Test]（カスタム テスト））を選択します。

3. タブの左側の[Test Mode]（テスト モード）からテスト モード（[Interactive   
Mode]（対話モード）または [Unattended Mode]（自動実行モード））を 

選択します。

4. ドロップダウン リストからテスト対象となるデバイスを選択します。

5. テストの実行方法として[Number of Loops]（ループ数）または[Total Test   
Time]（合計テスト時間）を選択します。指定したループ数でテストを実

行する場合は、実行するループ数を入力します。指定した期間にわたっ

て診断テストを行う場合は、時間の長さを分単位で入力します。

6. [Begin Testing]（テスト開始）をクリックして、テストを開始します。テ 

スト中は[Status]（ステータス）タブが自動的に表示され、テストの進捗

状況を監視できます。テストが完了したら、[Status]タブにデバイスが合

格したかどうかが表示されます。

7. エラーが発見された場合、[Log]（ログ）タブに移動して[Error Log]（エ 

ラー ログ）をクリックすると、詳しい情報と対処方法が表示されます。

[Status] （ステータス） タブ

[Status]タブには、選択したテストのステータスが表示されます。また、実行

するテストの種類（[Quick Test]（クイック テスト）、[Complete Test]（完全   

テスト）、または[Custom Test]（カスタム テスト））も表示されます。メイン  

の進捗状況バーには、現在のテスト セットの達成率が表示されます。テスト 

進行中は、テストを中止する場合に使用する[Cancel Testing]（テストの中止） 

ボタンが表示されます。

テストの完了後、[Cancel Testing]ボタンは [Retest]（再テスト）ボタンに置 

き換わります。[Retest]ボタンを使用すると、直前に実行されたテスト セッ 

トが再テストされます。これにより、[Test]（テスト）タブにデータを再入力

せずに、テスト セットを再実行できます。
ト ラ ブルシューテ ィ ング ガイ ド www.hp.com/jp 1–5



コ ンピ ュータの診断機能
また、[Status]（ステータス）タブには次の情報も表示されます。

■ テストされているデバイス

■ 実行されているテスト

■ 合計経過時間

■ 個々のテスト経過時間

■ 各テストの状態を示すステータス

[Log] （ログ） タブ

[Log]タブには、[Test Log]（テスト ログ）と[Error Log]（エラー ログ）とい    

う2つのログが含まれます。どちらも[Log]タブの左側から選択できます。

[Test Log]には、これまでに実行されたすべてのテスト、テスト実行回数、テ 

ストが失敗した回数、およびテストの完了にかかった時間が表示されます。 

[Clear Test Log]（テスト ログのクリア）ボタンを使用すると、[Test Log]の    

内容がクリアされます。

[Error Log]には、診断テスト中に失敗したデバイスのテストと、次の情報列 

が表示されます。

■ [Description]（説明）セクションでは、診断テストで発見されたエラー

について説明します。

■ [Recommended Repair]（推奨修復方法）では、不合格となったハード 

ウェアの問題を解決するために必要な、推奨される対処方法について説

明します。

■ [Failed Count]（失敗回数）では、テストが失敗した回数を示します。

■ [Error Code]（エラー コード）では、エラーの数字コードを示します。エ  

ラー コードは、[Help]（ヘルプ）タブで定義されます。

■ [Clear Error Log]（エラー ログのクリア）ボタンを使用すると、[Error   
Log]の内容がクリアされます。
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[Help] （ヘルプ） タブ

[Help]タブでは、左側から[Error Codes]（エラー コード）または[Test 

Components]（コンポーネントのテスト）が選択できます。

[Error Codes]ビューでは、数字で示された各エラー コードの説明と、それぞ  

れのコードの対処方法が表示されます。エラー コードの説明をすばやく見つ 

けるには、ウィンドウの上部にあるボックスにコードを入力し、[Find Error 

Codes]（エラー コードの検索）ボタンをクリックします。

[Test Components]（コンポーネントのテスト）ビューでは、実行されている 

テストに関する基本的な情報が表示されます。

[HP Insight Diagnostics]ユーテ ィ リ テ ィ での情報の保存と印刷

[HP Insight Diagnostics]の[Status]（ステータス）タブおよび[Log]（ログ）タ  

ブに表示されている情報を、ディスケットまたはUSB 2.0対応USBメモリ 

（64 MB以上）に保存することができます。ハードディスク ドライブに保存  

することはできません。画面に表示されている情報と同じ体裁のhtmlファイ

ルが自動的に作成されます。

1. ディスケットまたはUSB 2.0対応USBメモリ（容量が64 MB以上）を挿入  

します。USB 1.0対応USBメモリはサポートされていません。

2. タブの右上隅にある[Save]（保存）をクリックします。

3. [Save to the floppy]（フロッピーに保存）または[Save to USB key]（USB    
メモリに保存）を選択します。

4. [File Name]（ファイル名）ボックスにファイル名を入力し、[Save]ボタ 

ンをクリックします。挿入したディスケットまたはUSBメモリにhtml
ファイルが保存されます。

5. ファイルの保存に使用した記憶デバイスから情報を印刷します。

✎ [HP Insight Diagnostics]を終了するには、画面の右上隅ある[Exit]（終了）を  

クリックし、オプティカル ドライブからDocumentation and Diagnostics CDを    

取り出します。
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[HP Insight Diagnostics]ユーテ ィ リ テ ィ の最新バージ ョ ンのダウンロード

1. HPのWeb サイト（http://www.hp.com/jp）にアクセスします。

2. [サポート&ドライバ]リンクをクリックします。

3. [ドライバ&ソフトウェアをダウンロードする ]ラジオ ボタンをクリック 

します。

4. テキスト ボックスに製品番号（dc7600など）を入力し、[Enter]キーを 

押します。

5. お使いのOSを選択します。

6. [Diagnostic]リンクをクリックします。

7. [HP Insight Diagnostics]を捜し、[Download]をクリックします。

✎ ダウンロード ファイルには、ブート可能なCDの作成手順が含まれます。

ソ フ ト ウェ アの保護
ソフトウェアを損失したり破損したときのために、すべてのシステム ソフト 

ウェア、アプリケーション、およびハードディスク ドライブに保存されてい 

る関連ファイルのバックアップをとっておいてください。ファイルをバック

アップする方法については、オペレーティング システムに付属のマニュアル 

またはバックアップ ユーティリティのマニュアルを参照してください。

ソ フ ト ウェ アの復元
Restore Plus! CDを使用して、Windowsオペレーティング システムとソフト   

ウェアを購入時の初期状態に復元することができます。この機能の使用方法

については、Restore Plus! CDに付属の説明を参照してください。
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用しない

ト ラブルシューテ ィ ング

この章では、ディスケット ドライブ、ハードディスク ドライブ、オプティカ  

ル ドライブ、グラフィックス、オーディオ、メモリ、およびソフトウェアな 

どの一般的なトラブルについて、原因と解決方法を説明します。コンピュー

タの使用中にトラブルが発生した場合は、この章に示す表で原因と解決方法

を参照してください。

✎ 起動時のPOST（Power-On Self Test、電源投入時のセルフテスト）実行中に表  

示されるメッセージ（POSTメッセージ）については、 「付録A POSTエラー  

メッセージ」を参照してください。

快適に使用していただ く ために

Å 警告 ： コンピュータの使用方法を誤ったり、安全で快適な環境で使用されて

いない場合には、操作する人の健康を損なうおそれがあります。作業場所を

選択したり、快適な作業環境を整えたりする方法について詳しくは、 

Documentation and Diagnostics CDに収録されており、弊社のWebサイト 

http://www.hp.com/ergoからも入手可能な『快適に使用していただくために』を

参照してください。 

 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基

づくクラスB情報技術装置です。詳しくは、Documentation and Diagnostics CD   

に収録されている『規定および安全に関するご注意』を参照してください。
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お問い合わせになる前に
コンピュータにトラブルが発生した場合は、テクニカル サポートにお問い合 

わせになる前に次の解決方法から適切なものを実行して、トラブルの解決を

試みてください。

■ 診断ユーティリティを実行します。詳しくは、「第1章 コンピュータの診 

断機能」を参照してください。

■ コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティを使用して[IDE DPS  
セルフテスト]（IDE DPS Self-Test）を実行します。詳しくは、Documentation  
and Diagnostics CDに収録されている『コンピュータ セットアップ（F10）   
ユーティリティ ガイド』を参照してください。

■ コンピュータ前面の電源ランプが赤く点滅しているか確認します。点滅

の仕方により、問題を特定できる場合があります。詳しくは、「付録A
POSTエラー メッセージ」を参照してください。

■ 画面に何も表示されない場合は、モニタのケーブルを他のビデオ ポート 

に接続します（使用できる場合）。または、正しく機能するモニタと交換

します。

■ ネットワークに接続しているときにトラブルが発生した場合は、別の

ケーブルを使用してコンピュータをネットワークに接続してみるか、問

題が発生したコンピュータのLANケーブルを正常に動作している別の

コンピュータで使用してネットワークに接続してみて、元のネットワー

ク コネクタまたはケーブルに問題がないか確認します。

■ 新しいハードウェアを取り付けてから問題が発生した場合は、そのハー

ドウェアを取り外して、コンピュータが正しく機能するか確認します。

■ 新しいソフトウェアをインストールしてから問題が発生した場合は、そ

のソフトウェアをアンインストールして、コンピュータが正しく機能す

るか確認します。

■ コンピュータをSafeモードで起動してみて、すべてのドライバがロードさ

れなくても起動するか確認します。前回正常に起動したときの状態でオ

ペレーティング システムを起動する場合は、前回正常起動時の構成を使 

用します。

■ http://www.hp.com/support/にある、オンライン テクニカル サポートを参  

照します。

■ このガイドの「問題解決のヒント」を参照します。
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■ ハードディスク ドライブの内容を工場出荷時の状態に戻すには、Restore 
Plus! CDを使用します。

Ä 注意：Restore Plus! CDを使用すると、ハードディスク ドライブ上のすべての   

データが消去されます。

HPのWebサイトにあるHPインスタントサポート・プロフェッショナル・エ

ディションでは、ユーザ自身によるトラブル解決に役立つツールが提供され

ています。HPのサポート担当者に問い合わせる場合は、HPインスタントサ

ポート・プロフェッショナル・エディションのオンライン チャット機能を使 

用します。HPインスタントサポート・プロフェッショナル・エディションに

はhttp://www.hp.com/go/ispeからアクセスできます。

最新のオンライン サポート情報、ソフトウェアおよびドライバ、Proactive 

Notification（製品変更通知）、および各国のユーザや専門家からの情報につい

ては、http://www.hp.com/go/bizsupportにあるBusiness Support Center（BSC、英  

語版）にアクセスしてください。

テクニカル サポートにお問い合わせになる際は、問題をより早く解決するた 

めに以下のことをすぐに行えるようにしておいてください。

■ コンピュータの近くから電話ができるようにします。

■ お問い合わせになる前に、コンピュータのシリアル番号と製品識別番号

およびモニタのシリアル番号を書き留めておきます。

■ お電話をいただいてから、原因を特定して問題が解決できるまでに時間

がかかることもありますので、あらかじめご了承くださいます様、お願

いいたします。

■ 新しく取り付けたハードウェアを取り外せるようにしておきます。

■ 新しくインストールしたソフトウェアをアンインストールできるように

しておきます。

■ Restore Plus! CDを用意しておきます。

Ä 注意：Restore Plus! CDを使用すると、ハードディスク ドライブ上のすべての   

データが消去されます。
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✎ 販売情報および最新の保証規定のお問い合わせ先については、製品に付属の

『保証規定（サービスおよびサポートを受けるには）』をご覧ください。

問題解決のヒ ン ト
コンピュータ本体、モニタ、またはソフトウェアにトラブルが発生した場合

は、まず次のことを確認してください。

■ コンピュータ本体とモニタの電源コードが、電源コンセントに正しく差

し込まれていますか。

■ 電圧選択スイッチのあるモデルをお使いの場合は、スイッチがお住まい

の地域に合った設定（115 Vまたは230 V）になっていますか。（日本国内  

では、通常、115 Vに設定します。）

■ コンピュータ本体の電源が入っていて、電源ランプが緑色に点灯してい

ますか。

■ モニタの電源が入っていて、電源ランプが緑色に点灯していますか。

■ コンピュータ前面の電源ランプが赤く点滅しているか確認します。点滅

の仕方により、問題を特定できる場合があります。詳しくは、「付録A
POSTエラー メッセージ」を参照してください。

■ モニタ画面の表示がぼやけているときには、モニタの調節つまみで輝度

とコントラストを調整してください。

■ 何かキーを押し続けるとビープ音が鳴りますか。ビープ音が鳴れば、キー

ボードは正しく機能しています。

■ すべてのケーブルを正しく接続していますか。ゆるんでいたり、間違っ

たコネクタに接続したりしていませんか。

■ キーボードの任意のキーまたは電源ボタンを押して、コンピュータを再

起動します。システムがサスペンド モードから復帰しない場合は、電源 

ボタンを4秒以上押し続けてコンピュータの電源を切り、もう一度電源ボ

タンを押して電源を入れなおします。システムがシャットダウンしない

場合は、電源コードを抜いて数秒待ち、コードを接続しなおします。電

源が切れてしまったときに自動的に再起動するようにコンピュータ

セットアップ（F10）ユーティリティで設定しておくと、コンピュータ

が再起動します。再起動しない場合は、電源ボタンを押してコンピュー

タを起動する必要があります。
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■ プラグ アンド プレイに対応していない拡張ボードやオプションを取り  

付けた後にコンピュータを再設定しましたか。詳しくは、「ハードウェア

の取り付けに関するトラブルの解決方法」を参照してください。

■ 必要なデバイス ドライバが正しくインストールされていますか（プリン 

タを使用する場合は、そのモデル用のプリンタ ドライバが必要です）。

■ システムから起動可能メディア（ディスケット、CD、またはUSBデバイ

ス）をすべて取り出してからシステムを起動していますか。

■ 出荷時とは異なるオペレーティング システム（OS）をインストールして 

いる場合は、ご自身で用意されたOSがお使いのシステムでサポートされ

ていることを確認してください。

■ お使いのコンピュータに内蔵のVGAポート以外のPCIまたはPCI-Express
のグラフィックス ボードが追加された状態で、コンピュータに接続する 

モニタが1台の場合、通常は内蔵のVGAポートが無効になるため、追加

されたグラフィックス ボードのコネクタにモニタを接続する必要があ 

ります。なお、コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティを使 

用すると、どのポート（コネクタ）を有効にするかを設定できます。

Ä 注意 ：コンピュータが電源コンセントに接続されていると、電源が入ってい

なくてもシステム ボードには常に電気が流れています。感電やシステムの損 

傷を防ぐため、コンピュータのカバーを開ける場合は、電源を切るだけでな

く、必ず事前に電源コードをコンセントから抜いてください。
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一般的な ト ラブルの解決方法
この章で説明するような一般的なトラブルは、ご自身で簡単に解決できる場

合があります。トラブルをご自身で解決できない場合、または解決方法の実

行に不安がある場合は、サポート窓口にご相談ください。

一般的な ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

コ ンピ ュータがロ ッ ク 

され、電源ボ タ ンを押し て

も電源が切れない

電源ス イ ッ チのソ フ ト ウ ェ アに

よる制御機能が働いていない

1. コ ンピ ュータの電源が切れるまで 4 秒以上

電源ボ タ ン を押し続けます

2. 電源コー ド を電源コ ンセン ト から抜きます

コ ンピ ュータがUSBキー 

ボー ド やマ ウ ス に反応 し

ない

コ ン ピ ュ ー タ が ス タ ン バ イ

モー ド にな っ ている

電源ボ タ ンを押し てス タ ンバイ  モー ド から復帰 

し ます

システムがロ ッ ク されている コ ンピ ュータ を再起動し ます

Ä 注意 ： ス タ ンバイ  モー ドから復帰する と きに、 電源ボ タ ンを4秒以上押さ ないで く だ さ い。 4秒以上押すと、 
コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウン し、 保存されていないデータが失われます。

日付 と 時刻が正 し く 表示

されない

RTC （リ アル タ イム ク ロ ッ ク） 

用バッ テ リが寿命に達し ている

✎ コ ン ピ ュ ー タ を有効な外
部電源に接続する と、RTC
バ ッ テ リ の寿命が延びま
す

最初に、 Windowsの[ コ ン ト ロール パネル]にあ 

るユーテ ィ リ テ ィ を使っ て日付と時刻を設定し

なお し ます。 RTCの日付 と 時刻はコ ン ピ ュ ー タ

セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ で設定し な

おす こ と も で き ます。 それで も問題が解決し な

い場合は、 RTC用バッ テ リ を交換し ます。 RTC用

バッ テ リの交換方法については、 Documentation
and Diagnostics CD に収録 さ れてい る 『ハー ド  

ウ ェ ア リ フ ァ レンス ガイ ド 』 を参照し て く だ さ  

い。 バ ッ テ リの交換をサポー ト 窓口に依頼する

こ と もできます

テ ン キーの矢印キー を 押

し て も、カーソルが移動し

ない

数字入力モー ド にな っている [Num Lock]キーを押し ます。 テ ンキーを矢印 

キーと し て使用するには、 Num Lockラ ンプが消 

えている必要があ り ます。 [Num Lock]キーは 

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ で無効 （または有効） に設定できます

本体の カ バーま たはア ク

セス パネルが取 り 外せな 

い

一部の モ デルの コ ン ピ ュ ー タ

で、 スマー ト  カバー ロ ッ ク 

（Smart Cover Lock） がかけ られ  

ている

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を使用し て、スマー ト  カバー ロ ッ ク を解除 

（Unlock） し ます

パスワー ド を忘れて し ま った、電源が切れた、コ

ンピ ュー タが故障し たなどの理由でロ ッ ク を解

除できない場合は、 FailSafeキーを使用し てロ ッ

ク を解除し て く だ さ い。 FailSafeキーの入手につ

いては、 HPのサポー ト 窓口にお問い合わせ く だ

さ い
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十分なパ フ ォ ーマ ン スが

得られない

プロセ ッサが高温に達し ている 1. コ ン ピ ュ ー タ 周辺の通気が妨げられていな

いこ と を確認し ます

2. フ ァ ンが正し く 取り付けられ、正常に動作し

ている こ と を確認し ます（必要な場合にのみ

動作する フ ァ ン もあ り ます）

3. プ ロセ ッ サの ヒ ー ト シ ン クが正 し く 取 り 付

けられている こ と を確認し ます

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ に十 

分な空き領域がない

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イブからデータ を移動し て 

空き領域を増やし ます

メ モ リが足り ない メ モ リ を増設し ます

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イブ上の 

データが断片化し ている

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブのデフ ラグを行います

以前起動し たプログラムで使用

された メ モ リがシステムに返さ

れていない

コ ンピ ュータ を再起動し ます

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イブがウ ィ  

ルスに感染し ている

ウ ィ ルス対策プログラムを実行し ます

実行し ているアプ リ ケーシ ョ ン

の数が多すぎる

1. 使用し ていないアプ リ ケーシ ョ ン を終了し

て、 メ モ リ を開放し ます

2. メ モ リ を増設し ます

一部のソ フ ト ウ ェ ア アプ リ 

ケー シ ョ ン （特にゲームな ど）

が、 グラ フ ィ ッ ク ス サブシステ 

ムに負荷をかけている

1. 使用中のアプ リ ケーシ ョ ンの解像度を下げ

るか、アプ リ ケーシ ョ ンに付属のマニュ アル

を参照し て、パフ ォーマンスが改善されるよ

う にアプ リ ケーシ ョ ンのパラ メ ー タ を設定

し ます

2. メ モ リ を増設し ます

3. グラ フ ィ ッ クス システムをア ッ プグレー ド  

し ます

原因がわから ない コ ンピ ュータ を再起動し ます

一般的な ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
コ ン ピ ュ ー タ の電源が自

動的に切れ、電源ラ ンプが

1秒間隔で 2回赤色に点滅

する と同時にビープ音が2
回鳴り、 その後2秒間休止

する （一連のビープ音は5
回繰 り 返 さ れた後停止す

るが、電源ラ ンプは問題が

解決す る ま で点滅 し 続け

る）

本体内部の温度が以下の理由に

よ り動作範囲を超えていたため

サーマル保護機能が働いた

フ ァ ンの動作が妨げられている

かフ ァ ンが回転し ていない 

または 

ヒ ー ト シン クが正し く プロセ ッ

サに取り付けられていない

1. コ ン ピ ュ ー タ の通気口がふさ がれていない

こ と と、プロセ ッサの冷却用フ ァ ンが稼動し

ている こ と を確認し ます

2. カバーを開けて電源ボ タ ンを押し、プロセ ッ

サ フ ァ ンが回転す るか確認 し ま す。 プ ロ 

セ ッ サ フ ァ ンが回転し ない場合は、 フ ァ ン 

のケーブルがシ ス テム ボー ド  ヘ ッ ダに接  

続されている こ と を確認し ます。 また、 フ ァ

ンが正 し く 取 り 付け られている こ と を確認

し ます

3. フ ァ ンおよびケーブルが正し く 取 り 付け ら

れていて も回転 し ない場合は、 プ ロセ ッ サ

フ ァ ンを交換し ます

4. プロセ ッサ ヒー ト シン ク を取り付けなお し 

て、 フ ァ ン アセンブ リが正し く 取り付けら 

れている こ と を確認し ます

上記の方法で問題が解決し ない場合は、 修理受

付窓口に問い合わせます

一般的な ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
システムの電源が入らず、

コ ン ピ ュ ー タ 前面の ラ ン

プが点滅し ていない

システムの電源を入れる こ とが

できない

電源ボ タ ン を 3秒間程度押 し続けます。 ハー ド

デ ィ ス ク ド ラ イ ブ ラ ンプが緑色に点灯し た ら、  

以下の操作を行います

1. 一部のモデルの電源装置の裏側にある電圧

選択ス イ ッ チが正 し い電圧に設定さ れてい

る こ と を確認 し ます。 正 し い電圧は地域に

よ っ て異な り ま す （日本国内では、 通常、

115 Vに設定し ます）

2. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが点灯す   

るまで、 拡張カー ド を1枚ずつ取り外し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

または

電源ボ タ ン を 3秒間程度押 し続けます。 ハー ド

デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ ラ ン プが緑色に点灯 し ない  

場合は、 以下の操作を行います

1. コ ンピ ュータ本体が、電力が供給されている

電源コ ンセ ン ト に接続さ れている こ と を確

認し ます

2. カバーを開けて、 電源ボ タ ン ハーネスがシ 

ステム ボー ド に正し く 接続されている こ と 

を確認し ます

3. 電力ケーブルが両方と も システム ボー ド に 

正し く 接続されている こ と を確認し ます

4. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが点灯し   

ているか確認し ます。 点灯し ている場合は、

電源ボ タ ン ハーネスを交換し ます

5. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが消灯し   

ている場合は、 電源装置を交換し ます

6. システム ボー ド を交換し ます

一般的な ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
電源に関する ト ラブルの解決方法
ここでは、電源に関する一般的なトラブルとその解決方法について説明しま

す。

電源に関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

電源装置がすぐにシャ ッ ト  

ダウンする

一部のモデルのコ ン ピ ュー タ

本体の背面にある電圧選択ス

イ ッ チが正 し い電圧 （115 V 
または230 V） に設定 さ れて 

いない

ス ラ イ ド  スイ ッ チを正し いAC電圧側に切り替 

えます （日本国内では、 通常115 Vを選択し ま 

す）

電源内部の故障によ り電源が

入らない

電源装置を交換し ます （修理受付窓口にご連絡

く だ さ い）

コ ン ピ ュー タの電源が自動的

に切れ、電源ラ ンプが1秒間隔

で 2回赤色に点滅する と 同時

にビープ音が2回鳴り、その後

2秒間休止する（一連のビープ

音は5回繰 り 返 さ れた後停止

するが、 電源ラ ン プは問題が

解決するまで点滅し続ける）

本体内部の温度が以下の理由

によ り動作範囲を超えていた

ためサーマル保護機能が働い

た

フ ァ ンの動作が妨げられてい

るかフ ァ ンが回転し ていない 

または 

ヒ ー ト シ ン ク が正 し く プ ロ

セ ッサに取り付けられていな

い

1. コ ン ピ ュ ー タ の通気口がふ さ がれていな

いこ と と、 プロセ ッサの冷却用フ ァ ンが稼

動し ている こ と を確認し ます

2. カ バー を開けて電源ボ タ ン を押 し、 プ ロ

セ ッサ フ ァ ンが回転するか確認し ます。プ 

ロセ ッサ フ ァ ンが回転し ない場合は、フ ァ 

ンのケーブルがシステム ボー ド  ヘ ッ ダに  

接続さ れている こ と を確認し ます。 また、

フ ァ ンが正 し く 取 り 付け ら れてい る こ と

を確認し ます

3. フ ァ ン お よびケーブルが正 し く 取 り 付け

られていて も回転し ない場合は、 プロセ ッ

サ フ ァ ンを交換し ます

4. プロセ ッサ ヒー ト シン ク を取り付けなお 

し て、フ ァ ン アセンブ リが正し く 取り付け 

られている こ と を確認し ます

上記の方法で問題が解決し ない場合は、修理受

付窓口に問い合わせます
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
電源 ラ ン プが1 秒間隔で 4 回

赤色に点滅する と同時にビー

プ音が4回鳴り、 その後2秒間

休止する （一連のビープ音は

5回繰 り 返 さ れた後停止する

が、 電源ラ ンプは問題が解決

するまで点滅し続ける）

電源の障害が発生し た （電源

装置の過負荷）

1. 一部のモデルの電源装置の裏側にあ る電

圧選択ス イ ッ チが正 し い電圧に設定 さ れ

ている こ と を確認し ます。 正し い電圧は地

域によ って異な り ます （日本国内では、 通

常、 115 Vに設定し ます）

2. カバーを開けて、4線または6線の電源ケー

ブルがシス テム ボー ド のコ ネ ク タ に接続 

されている こ と を確認し ます

3. ト ラ ブルの原因にな っ てい るデバイ ス を

検出するため、 取り付けられているすべて

のデバ イ ス （ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ、 

デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブ、 オプテ ィ カル ド   

ラ イブ、 拡張カー ド など） を取り外し て コ

ンピ ュータの電源を入れます。POSTが起動

し た ら電源を切り、 障害が発生するまでデ

バイ スを 1つずつ取り付けなお し ます。 障

害の原因にな っ てい るデバイ ス を交換 し

ます。 デバイ スを 1つずつ追加し て、 すべ

てのデバイ スが正 し く 機能す る こ と を確

認し ます

4. 電源装置を交換し ます （修理受付窓口にご

連絡 く だ さい）

5. システム ボー ド を交換し ます

電源に関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
デ ィ スケッ ト  ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法
ここでは、ディスケットやディスケット ドライブに関する一般的なトラブル 

とその解決方法について説明します。

✎ ディスケット ドライブを増設するなどの新しいハードウェアを取り付ける 

場合、コンピュータの再設定が必要となることがあります。詳しくは、「ハー

ドウェアの取り付けに関するトラブルの解決方法」を参照してください。

デ ィ スケッ ト  ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

ド ラ イ ブ ラ ンプが点灯し た 

ままになる

デ ィ スケ ッ ト が壊れている Microsoft Windows XPで [ス ター ト ] メ ニューか  

ら [すべてのプログラム]→[アクセサリ ]→[エ ク

スプローラ ]の順に選択し、 ド ラ イ ブ名を右ク

リ ッ クする と表示される メ ニ ューから [ プロパ

テ ィ ]を選択し て、 [ツール]タ ブの[チ ェ ッ クす

る]を ク リ ッ ク し ます

デ ィ スケ ッ ト が正し く 挿入さ

れていない

デ ィ スケ ッ ト を取り出し、 再び挿入し ます

ド ラ イ ブ ケーブルが正し く 接 

続されていない

本体のカバーを開けて、 ド ラ イ ブ ケーブルを 

正し く 接続し ます。 デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブの 

電源ケーブルにある4本のピンがすべて ド ラ イ

ブに接続されている こ と を確認し ます

ド ラ イ ブが認識されない ド ラ イ ブ ケーブルが正し く 接 

続されていない

デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イブのデータ  ケーブルと電  

源ケーブルを正し く 接続し ます

リムーバブル ド ラ イ ブが正し 

く 接続されていない

ド ラ イ ブを正し く 接続し ます

デ ィ スケ ッ ト に書き込めない デ ィ スケ ッ ト がフ ォ ーマ ッ ト

されていない

デ ィ スケ ッ ト を フ ォーマ ッ ト し ます

1. Windowsエ クスプローラ で、デ ィ スケ ッ ト

（A） ド ラ イ ブを選択し ます

2. ド ラ イ ブ名を右ク リ ッ ク し、 [フ ォー 

マ ッ ト ]を選択し ます

3. 希望のオプシ ョ ンを選択し、 [開始]を ク 

リ ッ ク し てデ ィ スケ ッ ト のフ ォ ーマ ッ ト

を開始し ます

デ ィ スケ ッ ト が書き込み禁止

になっ ている

別のデ ィ スケ ッ ト を使用するか、書き込み禁止

を解除し ます

間違っ た ド ラ イ ブに書き込も

う と し ている

書き込み先のド ラ イ ブ名を確認し ます
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
デ ィ スケ ッ ト に書き込めない 

（続き）

デ ィ スケ ッ ト に十分な空き領

域がない

1. 別のデ ィ スケ ッ ト を使用し ます

2. デ ィ スケ ッ ト から 不要な フ ァ イルを削除

し ます

レガシー デ ィ スケ ッ ト への書 

き込みがコ ンピ ュータ  セ ッ ト  

ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ

で無効に設定されている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し て [ス ト レージ ] （Storage） →[ス
ト レージ オプシ ョ ン] （Storage Options） の順  

に選択 し、 [ レガシー デ ィ スケ ッ ト 書き込み ] 
（Legacy Diskette Write） を有効に設定し ます

デ ィ スケ ッ ト が壊れている 新しいデ ィ スケ ッ ト に交換し ます

デ ィ スケ ッ ト を フ ォーマ ッ ト

できない

デ ィ スケ ッ ト の指定が誤っ て

いる

MS-DOS®
でデ ィ スケ ッ ト を フ ォーマ ッ ト する

際には、デ ィ スケ ッ ト の容量を指定し なければ

な ら ないこ とがあ り ます。 例えば、 Aド ラ イブ

の1.44MBのデ ィ スケ ッ ト を フ ォーマ ッ ト する

には、 MS-DOSプロンプ ト で次のよ う に入力し

ます

FORMAT A: /F:1.44

デ ィ スケ ッ ト の書き込み禁止

ロ ッ クが有効になっ ている

デ ィ スケ ッ ト のロ ッ ク を解除し ます

デ ィ スケ ッ ト への書き込み禁

止が設定されている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し て [ス ト レージ ]→[ス ト レージ オ 

プシ ョ ン]の順に選択し、[レガシー デ ィ スケ ッ 

ト 書き込み]を有効に設定し ます

デ ィ ス ク操作でエ ラーが発生

し た

デ ィ レ ク ト リ 構造またはフ ァ

イルに問題がある

Windows XPで[ス ター ト ]→[すべてのプログラ 

ム]→[アクセサリ ]→[エ ク スプローラ ]の順に選

択し、ド ラ イ ブ名を右ク リ ッ クする と表示され

る メ ニューから [プロパテ ィ ]を選択し て、[ツー

ル]タ ブの[チ ェ ッ クする]を ク リ ッ ク し ます

デ ィ スケ ッ ト から読み込め 

ない

ド ラ イ ブの種類と デ ィ スケ ッ

ト の種類が合っ ていない

デ ィ スケ ッ ト の種類を調べ、ド ラ イ ブに合った

デ ィ スケ ッ ト を使用し ます

間違っ た ド ラ イ ブから読み込

も う と し ている

読み込み元のド ラ イ ブ名を確認し ます

デ ィ スケ ッ ト が壊れている 新しいデ ィ スケ ッ ト に交換し ます

デ ィ スケッ ト  ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
「Invalid system disk」 と い う  

メ ッ セージが表示された

コ ン ピ ュ ー タ の起動に必要な

システム フ ァ イルが含まれて 

いないデ ィ スケ ッ ト が ド ラ イ

ブに挿入されている

ド ラ イ ブの動作が停止し た ら、デ ィ スケ ッ ト を

取 り 出 し、 ス ペ ー ス バー を 押 し ま す。 コ ン

ピ ュータが起動し ます

デ ィ スケ ッ ト にエ ラ ーが発生

し た

電源ボ タ ン を押し て コ ン ピ ュ ー タ を再起動し

ます

デ ィ スケ ッ ト から起動で き な

い

デ ィ スケ ッ ト がブー ト 可能で

ない

ブー ト 可能なデ ィ スケ ッ ト と交換し ます

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ でデ ィ

スケ ッ ト からの起動が無効に

設定されている

1. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユー 

テ ィ リ テ ィ を実行し、 [ス ト レージ] 
（Storage） →[起動順序] （Boot Order） の順 

に選択し て、 デ ィ スケ ッ ト からの起動を有

効に設定し ます

2. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユー 

テ ィ リ テ ィ を実行し、 [ス ト レージ]→[ス ト

レージ オプシ ョ ン] （Storage Options） → 

[ リムーバブル メ デ ィ ア起動 ] （Removable 
Media Boot） の順に選択し て、 デ ィ スケ ッ 

ト からの起動を有効に設定し ます

✎ [リムーバブル メ デ ィ ア起動]機能を使用 
するには、 [起動順序 ] でデ ィ スケ ッ ト か
ら の起動を有効に設定 し てお く 必要が
あるため、 両方の手順を実行し て く だ さ
い

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ でネ ッ

ト ワー ク  サーバ モー ド が有  

効に設定されている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し、 [セキュ リ テ ィ ] （Security） → 

[パスワー ド  オプシ ョ ン ] （Password Options）  

の順に選択し て、 [ネ ッ ト ワーク  サーバ モー 

ド ] （Network Server Mode） を無効に設定し ま  

す

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユ ー テ ィ リ テ ィ で リ

ムーバブル メ デ ィ アからの起 

動が無効に設定されている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し、 [ス ト レージ ]→[ス ト レージ オ 

プシ ョ ン ]→[ リムーバブル メ デ ィ ア起動]の順 

に選択し て、 リ ムーバブル メ デ ィ アからの起 

動を有効に設定し ます

デ ィ スケッ ト  ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
ハードデ ィ スク  ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法

ハードデ ィ スク ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ  
エ ラーが発生し た

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ に 

不良セ ク タ または障害が 

ある

1. Windows XPで [ス タ ー ト ] メ ニューから [すべ 

てのプログラム ]→ [アクセサリ ]→ [エ クスプ

ローラ ]の順に選択し、ド ラ イ ブ名を右ク リ ッ

ク す る と 表示 さ れ る メ ニ ュ ーか ら [ プ ロ パ

テ ィ ]を選択し て、 [ツール] タ ブの[チ ェ ッ ク

する]を ク リ ッ ク し ます

2. ユーテ ィ リ テ ィ を使用 し て不良セ ク タ を特

定し、 使用し ないよ う に設定し ます。 必要に

応じ て、 ハー ド デ ィ ス ク を フ ォーマ ッ ト し な

お し ます

デ ィ ス ク操作でエ ラーが 

発生し た

デ ィ レ ク ト リ構造または 

フ ァ イルに問題がある

Windows XPで [ス ター ト ] メ ニューから [すべての 

プログラム]→[ア クセサリ ]→[エ クスプローラ ]の
順に選択し、 ド ラ イ ブ名を右ク リ ッ クする と表示

される メ ニューから [プロパテ ィ ]を選択し て、 

[ツール]タ ブの[チ ェ ッ クする]を ク リ ッ ク し ます

ド ラ イ ブが認識 （識別） され

ない

ド ラ イ ブ ケーブルが正 し く  

接続されていない

ド ラ イブ ケーブルを正し く 接続し ます

システムが、 取り付けられた

装置 を 自動的に認識で き な

い

「ハー ド ウ ェ アの取り付けに関する ト ラ ブルの解

決方法」 にある、 再設定の手順を参照し て く だ さ

い。 それで も装置が認識 さ れない場合は、 コ ン

ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ で 

装置が一覧に表示されるかど う か調べます。装置

が一覧に表示される場合は、 ド ラ イバに問題があ

り ます。 一覧に表示されない場合は、 装置が故障

し ている可能性があ り ます

新 し く 取 り 付けた ド ラ イ ブが認識 さ れない場合

は、 コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ  

リ テ ィ を実行し、 [カス タム] （Advanced） →[電 

源投入時オプシ ョ ン] （Power-On Options） → 

[POST遅延時間 （秒単位） ] （POST Delay） の順に 

選択し て、 POST遅延の値を追加し ます

ド ラ イ ブ の コ ン ト ロ ー ラ が

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ で無効

に設定されている

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し、 [ ス ト レージ ] （Storage） → [ ス ト

レージ オプシ ョ ン ] （Storage Options） の順に選  

択し て、すべてのSATAコ ン ト ローラ を有効に設定

し ます

電源投入直後の ド ラ イ ブ の

応答が遅い

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し、 [カス タム]→[電源投入時オプシ ョ

ン]→[POST遅延時間 （秒単位） ]の順に選択し て、

POST遅延の値を増やし ます
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「Nonsystem disk/NTLDR 
missing」 と い う メ ッ セージが

表示された

起動可能デ ィ ス ケ ッ ト 以外

のデ ィ ス ケ ッ ト か ら 起動 し

よ う と し た

デ ィ スケ ッ ト を ド ラ イ ブから取り出し ます

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブか 

ら起動し よ う と し たが、 ハー

ド デ ィ ス クが壊れていた

1. 起動可能なデ ィ スケ ッ ト をデ ィ スケ ッ ト  ド  

ラ イ ブに挿入 し て コ ン ピ ュ ー タ を再起動 し

ます

2. fdiskを使用し てハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの 

フ ォーマ ッ ト を確認し ます 

NTFSフ ォーマ ッ ト の場合は、他社製のリーダ

を使用し て ド ラ イ ブを評価し ます 

FAT32 フ ォーマ ッ ト の場合は、 ハー ド デ ィ ス

ク  ド ラ イ ブにア クセスできません

3. 適切なオペレーテ ィ ング システムのシステ 

ム フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます

シ ス テム フ ァ イルが存在 し 

な いか正 し く イ ン ス ト ール

されていない

1. 起動可能なデ ィ スケ ッ ト をデ ィ スケ ッ ト  ド  

ラ イ ブに挿入 し て コ ン ピ ュ ー タ を再起動 し

ます

2. fdiskを使用し てハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの 

フ ォーマ ッ ト を確認し ます 

NTFSフ ォーマ ッ ト の場合は、他社製のリーダ

を使用し て ド ラ イ ブを評価し ます 

FAT32 フ ォーマ ッ ト の場合は、 ハー ド デ ィ ス

ク  ド ラ イ ブにア クセスできません

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ でハー

ド デ ィ ス ク か ら の起動が無

効に設定されている

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し て[ス ト レージ] （Storage） の[起動順

序] （Boot Order） リ ス ト でハー ド デ ィ ス クからの 

起動を有効に設定し ます

起動可能なハー ド デ ィ ス ク

ド ラ イ ブ が、 マ ル チハー ド

デ ィ ス ク ド ラ イ ブ構成の1番 

目に接続されていない

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブか ら起動する場合は、 

その ド ラ イブが、 システム ボー ド 上で P60 SATA  
0 と書かれている コネク タ に接続されている こ と

を確認し ます

起動可能なハー ド デ ィ ス ク

ド ラ イ ブのコ ン ト ローラが、 

[起動順序 ]の1番目に リ ス ト

されていない

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し て [ス ト レージ ]→[起動順序]の順に

選択し、 起動可能なハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの 

コ ン ト ローラが[ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イブ] （Hard 
Drive）のすぐ下に リ ス ト されている こ と を確認し

ます

ハードデ ィ スク ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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マルチベイに関する ト ラブルの解決方法

コ ンピ ュータが起動し ない ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブが 

壊れている

フ ロン ト  パネルの電源ラ ンプが点滅し ている 

か、 またビープ音が聞こ えるか確認し ます。 これ

らが発生 し た場合、 考え られる原因については

「付録A POSTエラー メ ッ セージ」 を参照し て く だ  

さ い

詳し く は、サポー ト 窓口にお問い合わせ く だ さ い

コ ン ピ ュ ー タ がロ ッ ク さ れ

た

使用中の プ ロ グ ラ ムが コ マ

ン ド に応答し な く な った

通常のWindowsのシ ャ ッ ト ダウン手順を実行 し

てみます。 実行できない場合は、 コ ンピ ュータの

電源が切れるまで4秒以上電源ボ タ ンを押し続け

ます。 コ ンピ ュータ を起動し なおすには、 電源ボ

タ ンを も う 一度押し ます

ハードデ ィ スク ド ラ イブに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法

マルチベイに関する ト ラブルの解決方法

ト ラブル 原因 解決方法

ド ラ イ ブが認識されない ド ラ イ ブロ ッ ク  セキュ リ 

テ ィ （DriveLock Security）が有 

効のと きに、 システムを稼動

さ せ た ま ま リ ム ー バ ブ ル

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ を 

接続し よ う と し た （一部のモ

デルのみ）

Windows を終了 し て コ ン ピ ュ ー タ の電源を切 

り ます。 マルチベイに ド ラ イ ブ を し っかり と挿

入し ます。 コ ンピ ュータの電源を入れます

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ で、 マ

ルチ ベ イ が無効に設定 さ れ

ている

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し て[セキュ リ テ ィ ] （Security） →[デ
バイス セキュ リ テ ィ ] （Device Security） の順に  

選択し、 マルチベイ を有効なデバイ スに設定し

ます
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モニタに関する ト ラブルの解決方法
モニタにトラブルが生じたときには、モニタに付属のマニュアルと、以下の

解決方法を参照してください。

モニタに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

モニ タ画面に何も表示されない モ ニ タ の電源が入 っ て い な

い （モニ タ  ラ ンプが点灯し て 

いない）

モニ タの電源を入れます （モニ タ  ラ ンプが 

点灯する こ と を確認し ます）

モニ タ に障害がある 別のモニ タ を使用し てみます

モ ニ タ  ケーブルが正 し く 接 

続されていない

モニ タ と本体の間のケーブル、およびモニ タ

と 電源コ ンセン ト の間のケーブルの接続を

確認し ます

画面表示 を 消すユー テ ィ リ

テ ィ が イ ン ス ト ール さ れて

いるか、 または省電力モー ド

（Energy Saver Mode） に入っ  

ている

どれかキーを押すかマウス ボ タ ン を ク リ ッ 

ク し、パスワー ド が設定されている場合はパ

スワー ド を入力し ます

システムROMの破損。システ

ムがブー ト  ブ ロ ッ ク 緊急回 

復モー ド で稼動し ている 

（ビー プ音が8 回鳴る こ と で

通知される）

最新のBIOS イ メ ージ を 使用 し て シ ス テ ム

ROMを再フ ラ ッ シュ し ます。 詳し く は、 

Documentation and Diagnostics CDに収録さ   

れている 『デス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト につ 

いて』 の 「ブー ト  ブロ ッ ク緊急回復モー ド 」 

の項目を参照し て く だ さ い

固定同期モ ニ タ を 使 っ て い

るのに、 選択し た解像度で同

調し ない

選択し た解像度 と 同じ 水平走査速度でモニ

タ に表示可能かど う か確認し ます

コ ン ピ ュ ー タ がス タ ン バ イ

モー ド になっ ている

電源ボ タ ン を押し て、 ス タ ンバイ  モー ド か 

ら復帰し ます

Ä 注意 ： ス タ ンバイ  モー ド から復帰する と きに、 電源ボタ ンを4秒以上押さ ないで く だ さ い。 4秒以上押すと、 
コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウン し、 保存されていないデータが損失し ます。
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モニ タ画面に何も表示されない 

（続き）

モ ニ タ  ケーブルが間違っ た 

コ ネク タ に接続されている

コ ンピ ュー タ に、 統合グラ フ ィ ッ ク ス コ ネ 

ク タ と ア ド イ ンのグ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド  

コ ネク タの両方がある場合は、 モニ タ  ケー 

ブルを コ ン ピ ュー タ 背面のグ ラ フ ィ ッ ク ス

カー ド  コネク タ に接続し ます

✎ グラ フ ィ ッ クス カー ド が標準のPCI拡 
張カー ド の場合は、 内蔵グラ フ ィ ッ ク
スを コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ 
（F10）ユーテ ィ リ テ ィ で有効に設定で
き ま す。 PCI-Express グ ラ フ ィ ッ ク ス
カー ド が取り付けられている場合、 内
蔵グ ラ フ ィ ッ ク スは有効に設定で き
ません

コ ン ピ ュ ー タ のモ ニ タ 設定

にモニ タが対応し ていない

1. コ ンピ ュータ を再起動し ます。起動時の

画面の右下隅に 「Press F8」 と表示され 

たら [F8]キーを押し ます

2. キーボー ド の矢印キーを使用し て 

[Enable VGA Mode] を 選択 し、 [Enter]  
キーを押し ます

3. Windowsの[コ ン ト ロール パネル]で、 

[画面]アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し て 

[設定]タ ブを選択し ます

4. ス ラ イ ダ を使用 し て解像度を設定 し な

おし ます

画面に何も表示されず、電源ラ ン

プが1秒間隔で 5回赤色に点滅す

る と 同時にビープ音が5回鳴 り、

そ の後2 秒間休止す る （一連の

ビープ音は5回繰り返された後停

止するが、電源ラ ンプは問題が解

決するまで点滅し続ける）

プレ ビデオのメ モ リ  エラー 1. DIMMを取り付けなおし て、 システムの

電源を入れます

2. DIMM を一度に 1 つずつ取り外し て交換

し、 故障し たモジ ュールを特定し ます

3. 他社製のメ モ リ を HP 製のメ モ リ に交換

し ます

4. システム ボー ド を交換し ます

画面に何も表示されず、電源ラ ン

プが1秒間隔で 6回赤色に点滅す

る と 同時にビープ音が6回鳴 り、

そ の後2 秒間休止す る （一連の

ビープ音は5回繰り返された後停

止するが、電源ラ ンプは問題が解

決するまで点滅し続ける）

プ レ ビ デ オのグ ラ フ ィ ッ ク

ス エ ラー

グラ フ ィ ッ ク ス カー ド が挿入されている場 

合は、 以下のよ う に操作し ます

1. グ ラ フ ィ ッ ク ス カー ド を挿入 し なお し 

てシステムの電源を入れます

2. グラ フ ィ ッ クス カー ド を交換し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

内蔵グ ラ フ ィ ッ ク スが搭載 されている場合

は、 システム ボー ド を交換し ます

モニタに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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画面に何も表示されず、電源ラ ン

プが1秒間隔で 7回赤色に点滅す

る と 同時にビープ音が7回鳴 り、

そ の後2 秒間休止す る （一連の

ビープ音は5回繰り返された後停

止するが、電源ラ ンプは問題が解

決するまで点滅し続ける）

システム ボー ド の障害 

（ROMがビデオに優先し て検

出し た障害）

システム ボー ド を交換し ます

省電力機能を有効にする と、 モニ

タが正し く 動作し ない

省電力機能がないモニ タ で、

省電力機能が有効に設定 さ

れている

省電力機能を無効 （Disable） に設定し ます

文字がぼやける 輝度 と コ ン ト ラ ス ト が正 し

く 調節されていない

モニ タの輝度と コ ン ト ラ ス ト を調節し ます

ケー ブ ル を 正 し く 接続 し て

いない

グラ フ ィ ッ ク ス ケーブルの一方の端をモニ 

タ  コ ネ ク タ に、 も う 一方の端 を モ ニ タ に 

し っかり接続し ます

画像がぼやける、 または必要な 

解像度に設定できない

グ ラ フ ィ ッ ク ス コ ン ト ロ ー 

ラ を ア ッ プ グ レ ー ド し た際

に、正しいグラ フ ィ ッ クス ド  

ラ イ バ を イ ン ス ト ール し て

いない

ア ッ プグ レー ド  キ ッ ト に付属のビデオ ド   

ラ イバを イ ンス ト ールし ます（ア ッ プグレー

ド  キ ッ ト は一部のモデルに付属）

モ ニ タ が設定 さ れた解像度

をサポー ト し ていない

解像度を変更し ます

グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド に障 

害がある

グラ フ ィ ッ クス カー ド を交換し ます

画像が壊れた り、 う ね り、 乱れ、

ち らつきがある

モ ニ タ  ケーブルが正 し く 接 

続されていない。 またはモニ

タ が正 し く 調整 さ れて い な

い

1. モニ タ  ケーブルを正し く 接続し ます

2. モニ タ を2つ接続し ている場合、 または

すぐ近 く に別のモニ タがある場合は、電

波障害を起こ さ ないよ う にモニ タ を離

し ます

3. 蛍光灯やフ ァ ンの位置がモ ニ タ に近す

ぎる可能性があ り ます

モ ニ タ を 消磁す る 必要があ

る

モニ タ を消磁し ます。手順については、 モニ

タ に付属のマニュ アルを参照し て く だ さ い

画像が中央に表示されない 位置を調整する必要がある メ ニュー ボ タ ン を押し てOSD メ ニューを表 

示し ます。 [Image Control] （イ メ ージ コ ン 

ト ロール） の[Horizontal Position] （水平表示 

位置） ま たは [VerticalPosition] （垂直表示位

置） を選択し て、画像の水平位置または垂直

位置を調整し ます

モニタに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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[No Connection, Check Signal 
Cable]と画面に表示される

モ ニ タ のビデオ ケーブルが 

外れている

ビデオ ケーブルをモニ タ およびコ ンピ ュー 

タ に接続し ます

Ä 注意：ビデオ ケーブルを接続する と き 
に コ ン ピ ュ ー タ の電源がオ フ にな っ
ている こ と を確認し て く だ さ い

[Out of Range] と 画面に表示 さ れ  

る

ビ デ オ 解 像 度 お よ び リ フ

レ ッ シ ュ  レー ト が、モニ タが 

サポー ト す る レ ベル を 超え

るレベルに設定されている

コ ンピ ュータ を再起動し、Safeモー ド に入り

ます。設定値をサポー ト されている設定値に

変更し てから、コ ンピ ュータ を再起動し て新

しい設定値を有効に し ます

CRTモニ タの電源を入れる と、 振

動音ま たはガ タ ガ タ と い う 音が

する

モ ニ タ を 消磁す る コ イ ルが

作動し た

不具合ではあ り ません。モニ タの電源を入れ

る と 消磁用のコ イルが作動する こ と は正常

な状態です

CRTモニ タの内部から カチ ッ と い

う音がする

モ ニ タ の内部で 継電器が作

動し た

不具合ではあり ません。 一部のモニタ では、

電源のオン / オ フ、 スタ ン バイ  モード の起 

動/終了、 および解像度の変更を行った と き

にカチ ッ と い う 音がし ます

フ ラ ッ ト  パネル モニ タの内部か  

ら高ピ ッ チの音がする

輝度ま たは コ ン ト ラ ス ト の

設定値が高すぎる

輝度またはコ ン ト ラ ス ト の設定値を下げま

す

焦点がぼやける、 線、 ゴース ト 、

または影が表示される、画面上を

上下に移動す る横線が表示 さ れ

る、 薄い縦線が表示される、 また

は画像を画面の中央に表示で き

ない 

（ア ナ ロ グVGA 入力の フ ラ ッ ト

パネル モニ タのみ）

フ ラ ッ ト  パネル モニ タ の内  

蔵デ ジ タ ル変換回線がグ ラ

フ ィ ッ ク ス カ ー ド の出力の 

同期 を 正 し く 解釈で き な い

可能性がある

1. モニ タのオンス ク リーン デ ィ スプレ イ 

メ ニューで、 モニ タの [Auto-Adjustment]
（自動調整） オプシ ョ ンを選択し ます

2. [Clock] （ク ロ ッ ク） および[Clock Phase] 
（ク ロ ッ ク  フ ェ ーズ） オ ン ス ク リ ー ン 

デ ィ ス プ レ イ機能を手動で同期 さ せま

す。同期を補助するSoftPaqをダウンロー

ド するには、次のWebサイ ト にアクセス

し て該当するモニ タ を選択し、SP20930
またはSP22333をダウンロー ド し ます 

http://www.hp.com/support

グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド が正 

し く 接続されていない、 また

はカー ド に障害がある

1. グ ラ フ ィ ッ ク ス カー ド を正し く 接続し 

ます

2. グラ フ ィ ッ クス カー ド を交換し ます

一部の記号が正し く 表示され 

ない

使用 し て い る フ ォ ン ト では

その記号を表示できない

文字コ ード 表を使用し て該当する記号を選択

し ます。 [ス ター ト ]→[すべてのプログラム]
→[ア クセサリ ]→[システム ツール]→[文字 

コ ー ド 表 ] の順に選択 し ま す。 記号を文字

コー ド 表から文書にコ ピーできます

モニタに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
オーデ ィ オに関する ト ラブルの解決方法
お使いのコンピュータにオーディオ機能が装備されており、オーディオやサ

ウンドに関するトラブルが生じたときには、以下の解決方法を参照してくだ

さい。

オーデ ィ オに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

音が途切れる 起動 し てい る他のア プ リ ケー

シ ョ ンによ っ てプ ロセ ッ サ リ 

ソースが使用されている

プ ロセ ッ サに負荷がかかるアプ リ ケーシ ョ ン

をすべて終了し ます

Direct Soundの待ち時間。 これ 

は多 く のメ デ ィ ア プレーヤ ア  

プ リ ケーシ ョ ンで発生し ます

Windows XPで、 以下の操作を行います

1. [コ ン ト ロール パネル]から [サウン ド と 

オーデ ィ オ デバイス]を選択し ます

2. [オーデ ィ オ] タ ブで、 [音の再生]のリ ス ト

からデバイスを選択し ます

3. [詳細設定]ボタ ン→[パフ ォーマンス] タ ブ

の順に選択し ます

4. [ ハー ド ウ ェ ア ア クセラ レータ ] ス ラ イダ 

を[な し ]に、 [サンプル レー ト 変換の質]ス 

ラ イダを[標準]に設定し て、 オーデ ィ オを

再度確認し ます

5. [ハー ド ウ ェ ア ア クセラ レー タ ] ス ラ イダ 

を[最大]に、 [サンプル レー ト 変換の質]ス 

ラ イダを[最高]に設定し て、 オーデ ィ オを

再度確認し ます

ス ピー カ ま たはヘ ッ ド フ ォ ン

から音が出ない

ソ フ ト ウ ェ ア で 設 定 す る ス

ピーカのボ リ ュームが低い

タ ス クバーの[スピーカ ] （音量） アイ コ ンをダ

ブルク リ ッ ク し、[ ミ ュー ト ]がオンにな ってい

ない こ と を確認し てから、 ス ラ イ ダを使用し

て音量を調節し ます

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ でオー

デ ィ オが無効に設定 さ れてい

る

コ ンピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ  

リ テ ィ で[セキュ リ テ ィ ] （Security） →[デバイ

ス セキ ュ リ テ ィ ] （Device Security） → [ オー  

デ ィ オ ] （Audio） の順に選択し て、 オーデ ィ

オを有効に設定し ます

外 付 け の ス ピ ー カ が オ フ に

な っている

外付けのスピーカ をオンにし ます

外付けのス ピー カ が間違っ た

コネク タ に接続されている

コ ンピ ュー タ本体およびスピーカに付属のマ

ニ ュ アルを参照し て正し い接続方法を確認し

ます
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ス ピー カ ま たはヘ ッ ド フ ォ ン

から音が出ない （続き）

デジ タルCDオーデ ィ オが無効

に設定されている

以下の手順で、 デジ タルCDオーデ ィ オを有効

に設定し ます

1. [ コ ン ト ロール パネル ]から [ システム ] を 

選択し ます

2. [ハー ド ウ ェ ア]タ ブで[デバイス マネー 

ジ ャ ]ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます

3. CDまたはDVDデバイスを右ク リ ッ ク し て

[プロパテ ィ ]を選択し ます

4. [プロパテ ィ ] タ ブで、 [ このCD-ROMデバ

イスでデジ タル音楽CDを使用可能にす 

る]がオンにな っている こ と を確認し ます

ラ イ ンアウ ト  コ ネ ク タ に接続 

し てい るヘ ッ ド フ ォ ン ま たは

デバイスによ り、内蔵スピーカ

が消音 （ ミ ュー ト ） されている

ヘ ッ ド フ ォ ンまたは外部スピーカの電源を入

れるか、 ラ イ ンアウ ト  コ ネク タ との接続を取 

り外し ます

音量が消音 （ ミ ュー ト ） されて

いる

1. [ コ ン ト ロール パネル]から、 [サウン ド 、 

音声、およびオーデ ィ オ デバイス]→[サウ 

ン ド と オーデ ィ オ デバイ ス ]の順に選択 

し ます 

または 

[コ ン ト ロール パネル]から、 [サウン ド と 

マルチ メ デ ィ ア]→[オーデ ィ オ]タ ブ→[音
の再生]項目の [音量 ]ボ タ ンの順に選択し

ます

2. [ ミ ュー ト ]チ ェ ッ ク  ボ ッ ク スを ク リ ッ ク 

し てオフに し ます

コ ン ピ ュ ー タ が ス タ ン バ イ

モー ド にな っ ている

電源ボ タ ンを押し て、 ス タ ンバイ モー ド から 

復帰し ます

Ä 注意 ： ス タ ンバイ モー ド から復帰する と きに、 電源ボ タ ンを4秒以上押さ ないで く だ さい。 4秒以上押すと、 
コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウン し、 保存されていないデータが失われます。

ヘ ッ ド フ ォ ンからの音がはっ

き り聞こ えない、またはこ も っ

た音がする

ヘ ッ ド フ ォ ン が背 面の オ ー

デ ィ オ出力 コ ネ ク タ に接続 さ

れている。背面のオーデ ィ オ出

力 コ ネ ク タ は電源付きのオー

デ ィ オ機器を接続する ための

コネク タ で、ヘ ッ ド フ ォ ン用に

は設計されていない

ヘ ッ ド フ ォ ン を、 コ ン ピ ュ ー タ 正面にあ る

ヘ ッ ド フ ォ ン  コネク タ に接続し ます

オーデ ィ オの録音中にコ ン 

ピ ュー タがロ ッ ク される

ハー ド デ ィ ス ク に十分な空き

領域がない

録音する前に、 ハー ド デ ィ ス クに十分な空き

領域があ る こ と を 確認 し ま す。 オーデ ィ オ

フ ァ イルを圧縮形式で録音する こ と も でき ま

す

オーデ ィ オに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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プ リ ンタに関する ト ラブルの解決方法
プリンタにトラブルが生じたときには、プリンタに付属のマニュアルと、以

下の解決方法を参照してください。

プ リ ンタに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

プ リ ン タから印字されない プ リ ン タの電源が入っ てお ら

ず、 オン ラ イ ンの状態にな っ

ていない

プ リ ン タの電源を入れ、 オン ラ イ ンにし ます

実行中のアプ リ ケーシ ョ ンに

合 っ た プ リ ン タ  ド ラ イ バが 

イ ンス ト ールされていない

1. アプ リ ケーシ ョ ンに合ったプ リ ン タ  ド ラ 

イバを イ ンス ト ールし ます

2. 次のMS-DOSコ マンド を実行し て印字し て

みます 

DIR C:¥>[プ リ ン タ  ポー ト ] 
[ プ リ ン タ  ポー ト ] にはお使いのプ リ ン タ 

のア ド レスを指定し て く だ さ い。 プ リ ン タ

が動作する よ う であれば、 プ リ ン タ  ド ラ 

イバを ロー ド し なお し ます

ネ ッ ト ワーク上でのプ リ ン タ

の場合、 プ リ ン タ を ネ ッ ト

ワークに接続し ていない

プ リ ン タ をネ ッ ト ワークに正し く 接続し ます

プ リ ン タが故障し ている プ リ ン タのセルフ テス ト を実行し ます

印刷メ ニューでの設定が 

正し く ない

複数のプ リ ン タが選択でき る場合は、出力先の

プ リ ン タが正し く 選択 されている こ と を確認

し ます

[ フ ァ イルへ出力 ] オプシ ョ ンがチ ェ ッ ク さ れ

ていないこ と を確認し ます

プ リ ン タの電源が入ら ない コー ド 類が正し く 接続されて

いない

すべてのコー ド を接続し なおし、電源コー ド と

電源コ ンセン ト をチ ェ ッ ク し ます

文字化けし て印字される 実行中のアプ リ ケーシ ョ ンに

合 っ た プ リ ン タ  ド ラ イ バが 

イ ンス ト ールされていない

アプ リ ケーシ ョ ンに合っ たプ リ ン タ  ド ラ イバ 

を イ ンス ト ールし ます

コー ド 類が正し く 接続されて

いない

すべてのコー ド を接続し なおし ます

プ リ ン タの メ モ リ に負荷がか

かった

プ リ ン タの電源を切っ てから、電源を入れなお

し ます

プ リ ン タのオン ラ イ ンの 

ラ ンプが消えた

プ リ ン タが用紙切れにな った 用紙 ト レ イに紙を補充し、オン ラ イ ンにし ます
2–24 www.hp.com/jp ト ラ ブルシューテ ィ ング ガイ ド



診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
キーボード とマウスに関する ト ラブルの解決方法
キーボードまたはマウスにトラブルが生じたときには、キーボードまたはマ

ウスに付属のマニュアルと、以下の解決方法を参照してください。

キーボード に関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

キーボー ド か ら の コ マ ン ド お よ

び入力が コ ン ピ ュ ー タ で認識 さ

れない

キーボー ド  コ ネ ク タ が正 し 

く 接続されていない

1. Windowsデス ク ト ッ プで、 [ス ター ト ]を
ク リ ッ ク し ます

2. [シ ャ ッ ト ダウン]を ク リ ッ ク し ます。 

[Windows のシ ャ ッ ト ダウ ン ] ダ イ ア ロ

グ ボ ッ クスが表示されます

3. [シ ャ ッ ト ダウン]を選択し ます

4. シ ャ ッ ト ダウンが完了し た ら、キーボー

ド  コ ネ ク タ を コ ン ピ ュー タの背面に接 

続 し なお し てから コ ン ピ ュ ー タ を再起

動し ます

使用中のプ ロ グ ラ ムが コ マ

ン ド に応答し な く な った

マウス を使っ て コ ン ピ ュ ー タ を シ ャ ッ ト ダ

ウン し てから再起動し ます

キーボー ド を 修理す る 必要

がある

詳し く は、サポー ト 窓口にお問い合わせ く だ

さい

無線デバイスのエラー 1. デバイ スの状態に関する ソ フ ト ウ ェ ア

がある場合は、 ソ フ ト ウ ェ アの設定を確

認し ます

2. デバイ スのバ ッ テ リ を確認ま たは交換

し ます

3. レ シーバお よびキーボー ド を リ セ ッ ト

し ます

コ ン ピ ュ ー タ がス タ ン バ イ

モー ド になっ ている

電源ボ タ ン を押し て、 ス タ ンバイ  モー ド か 

ら復帰し ます

Ä 注意 ： ス タ ンバイ  モー ド から復帰する と きに、 電源ボタ ンを4秒以上押さ ないで く だ さ い。 4秒以上押すと、 

コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウン し、 保存されていないデータが失われます。

テンキーの矢印キーを押し て も、

カーソルが移動し ない

数字入力モ ー ド に な っ て い

る

[Num Lock]キーを押し ます。テンキーを矢 

印キー と し て使用するには、 Num Lock ラ ン 

プ が消 え て い る 必要が あ り ま す。 [Num
Lock] キーは コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ で無効 （または有効）

に設定できます
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マウスに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

マウスが手の動き に反応 し ない

か、 動きが緩慢である

マウス コネク タが、 コ ン 

ピ ュータの背面に正し く 接 

続されていない

キーボー ド を使用し て コ ンピ ュータ を 

シ ャ ッ ト ダウン し ます

1. [Ctrl] キーと [Esc] キーを同時に押すか、

Windowsロゴ  キーを押し て、 [スタ ート ] 
メ ニューを表示し ます

2. 上下矢印キーを使って [シ ャ ッ ト ダウン ]
を選択し、 [Enter]キーを押し ます

3. 上下矢印キーを使って [シ ャ ッ ト ダウン ]
を選択し、 [Enter]キーを押し ます

4. シ ャ ッ ト ダウ ンが完了 し た ら、 マウス

コネク タ を コ ンピ ュータの背面 （または

キーボー ド ） に接続し てから コ ンピ ュー

タ を再起動し ます

使用中のプ ロ グ ラ ムが コ マ

ン ド に応答し な く な った

キーボー ド を使っ て コ ン ピ ュ ー タ を シ ャ ッ

ト ダウン し てから再起動し ます

マ ウ ス を 清掃す る 必要があ

る

マウスのロー ラ ー ボール カバーを取 り 外  

し、 内部部品を清掃し ます

マ ウ ス を 修理す る 必要があ

る

詳し く は、サポー ト 窓口にお問い合わせ く だ

さい

無線デバイスのエラー 1. デバイ スの状態に関する ソ フ ト ウ ェ ア

がある場合は、 ソ フ ト ウ ェ アの設定を確

認し ます

2. デバイ スのバ ッ テ リ を確認ま たは交換

し ます

3. レ シーバお よびマウス を リ セ ッ ト し ま

す

コ ン ピ ュ ー タ がス タ ン バ イ

モー ド になっ ている

電源ボ タ ン を押し て、 ス タ ンバイ  モー ド か 

ら復帰し ます

Ä 注意 ： ス タ ンバイ  モー ド から復帰する と きに、 電源ボタ ンを4秒以上押さ ないで く だ さ い。 4秒以上押すと、 

コ ンピ ュータがシ ャ ッ ト ダウン し、 保存されていないデータが失われます。

マウスが垂直方向ま たは水平方

向に しか動かない、 または動きが

ぎ こ ちない

マウスのロー ラ ー ボールが 

汚れている

マウスの底面のロー ラ ー ボール カバーを  

取り外し、 市販のマウス ク リ ーニング キ ッ  

ト でボールを清掃し ます
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ハード ウェ アの取り付けに関する ト ラブルの解決方法
ドライブや拡張カードを増設するなど新しいハードウェアの取り付けや取り

外しを行う場合、コンピュータを再設定する必要が生じることがあります。

プラグ アンド プレイ対応の装置を取り付けた場合、Windows XPは自動的に   

装置を認識しコンピュータを再設定します。プラグ アンド プレイに対応して  

いない装置を取り付けた場合は、新しいハードウェアを取り付けた後でコン

ピュータを再設定する必要があります。Windows XPでは [ハードウェアの追 

加]ウィザードを使用し、画面の指示に従って操作してください。

ハード ウェアの取り付けに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

取 り 付けたハー ド ウ ェ アが認識

されない

デバ イ スが正 し く 取 り 付け

られていないか、 接続されて

いない

デバイスが正し く 取り付けられ、確実に接続

されている こ と、およびコネク タ内でピンが

折れ曲がっ ていないこ と を確認し ます

取 り 付け たハー ド ウ ェ アの

ケー ブ ルが正 し く 接続 さ れ

ていないか、 電源コー ド が外

れている

すべてのケーブルと 電源コ ー ド が正し く 接

続されている こ と、およびケーブルやコネク

タ のピ ンが折れ曲がっ ていない こ と を確認

し ます

取 り 付け た外部装置の電源

が入っ ていない

本体の電源を切っ てから、外部装置の電源を

入れ、 次に本体の電源を再度入れます

コ ン ピ ュ ー タ の設定情報 を

変更す る よ う メ ッ セ ー ジが

表示されたが、 実行し なかっ

た

コ ンピ ュータ を再起動し、画面の指示に従っ

て設定情報を変更し ます

プラ グ アンド  プレイ 対応 

ボード を追加し た際にデフ ォ

ルト のコ ンフ ィ ギュ レーショ

ン が他の装置 と 競合 し た た

め、 自動的に設定されなかっ

た

Windows XPの[デバイス マネージ ャ ]を使用  

し てボー ド の自動設定の選択を解除 し、 リ

ソ ースの競合を発生さ せない基本コ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ンを選択し ます。コ ンピ ュータ

セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ を使用

し て、リ ソースの競合の原因と な っ ている装

置を設定し なおし た り、無効に設定し た り す

る こ と も できます
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コ ンピ ュータが起動し ない ア ッ プ グ レ ー ド 時に正 し い

メ モ リ  モ ジ ュ ールが使用 さ 

れなかった。 または、 メ モ リ

モ ジ ュ ールが正 し い場所に

取り付けられていない

1. シス テムに付属のマ ニ ュ アルを参照 し

て、正しい メ モ リ  モジュールを使用し て 

いるか、および正し く 取り付けられてい

るかを確認し ます

2. ビープ音 と コ ン ピ ュ ー タ 前面のラ ン プ

を確認し ます。考え られる原因について

は、「付録A POSTエラー メ ッ セージ」 を  

参照し て く だ さい

3. 問題が解決し ない場合は、サポー ト 窓口

にお問い合わせ く だ さい

電源ラ ンプが1秒間隔で5回赤色

に点滅する と同時にビープ音が5
回鳴り、その後2秒間休止する （一

連のビープ音は5回繰り返された

後停止するが、電源ラ ンプは問題

が解決するまで点滅し続ける）

メ モ リ が正 し く 取 り 付け ら

れていない、 またはメ モ リ に

障害がある

1. DIMMを取り付けなおし て、 システムの

電源を入れます

2. DIMM を一度に 1 つずつ取り外し て交換

し、 故障し たモジ ュールを特定し ます

3. 他社製のメ モ リ を HP 製のメ モ リ に交換

し ます

4. システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ンプが1秒間隔で6回赤色

に点滅する と同時にビープ音が6
回鳴り、その後2秒間休止する （一

連のビープ音は5回繰り返された

後停止するが、電源ラ ンプは問題

が解決するまで点滅し続ける）

グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド が正 

し く 挿入されていないか、 ビ

デオ カ ー ド ま たはシ ス テム 

ボー ド に障害がある

グラ フ ィ ッ ク ス カー ド が挿入されている場 

合は、 以下の操作を行います

1. グ ラ フ ィ ッ ク ス カー ド を挿入 し なお し 

てシステムの電源を入れます

2. グラ フ ィ ッ クス カー ド を交換し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

内蔵グ ラ フ ィ ッ ク スが搭載 されている場合

は、 システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔で 10 回赤

色に点滅す る と 同時に ビ ープ音

が10回鳴り、 その後2秒間休止す

る （一連のビープ音は5回繰り返

された後停止するが、電源ラ ンプ

は問題が解決す る ま で点滅 し 続

ける）

オ プ シ ョ ン カ ー ド に障害が 

ある

1. オプシ ョ ン カー ド を一度に1枚ずつ取り 

外し （カー ド が複数ある場合） 、 そのた

びにシス テムの電源を入れて問題が解

決するか確認し ます

2. 障害のある カー ド を特定できた ら、その

カー ド を取り外し て交換し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

ハード ウェアの取り付けに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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ネッ ト ワークに関する ト ラブルの解決方法
ネットワークにトラブルが生じたときには、以下の解決方法を参照してくだ

さい。

ネッ ト ワークに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

Wake-on-LAN機能が動作 

し ない

Wake-on-LAN機能が有効に 

設定されていない

以下の手順で、 Wake-on-LAN機能を有効に

設定し ます

1. [ ス ター ト ]→ [ コ ン ト ロール パネル ]の 

順に選択し ます

2. [ネ ッ ト ワーク と イ ン ターネ ッ ト 接続] 
→ [ ネ ッ ト ワー ク接続 ]の順に選択し ま

す

3. [ ローカル エ リ ア接続 ] をダブルク リ ッ 

ク し ます

4. [プロパテ ィ ]を ク リ ッ ク し ます

5. [構成]を ク リ ッ ク し ます

6. [電源の管理]タ ブを ク リ ッ ク し、 [この 

デバイ スで、 コ ン ピ ュ ー タ のス タ ンバ

イ状態を解除でき るよ う にする ]チ ェ ッ

ク  ボ ッ クスをオンにし ます

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバが 

ネ ッ ト ワー ク  コ ン ト ロー ラ を 

認識し ない

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラが有 

効に設定されていない

1. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユー 

テ ィ リ テ ィ を実行し て、 ネ ッ ト ワー ク

コ ン ト ローラ を有効に設定し ます

2. オペレーテ ィ ング システムの [デバイ 

ス マネージ ャ ]からネ ッ ト ワーク  コ ン  

ト ローラ を有効に設定し ます

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバが正し く  

ない

ネ ッ ト ワ ー ク  コ ン ト ロ ー ラ に付属の マ 

ニ ュ アルを参照し て正し い ド ラ イバを確認

するか、 ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラの製造 

元のWebサイ ト などから最新版のド ラ イバ

を入手し てイ ンス ト ールし ます

ネ ッ ト ワー ク 接続状態 ラ ン プ

が点滅し ない

✎ ネ ッ ト ワー ク 通信中は、
ネ ッ ト ワーク状態ラ ンプ
が点滅し ます

ア ク テ ィ ブなネ ッ ト ワー ク を検

出できない

ネ ッ ト ワーク  ケーブル （および変換アダプ 

タ） を正し く 接続し ます

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラが正 

し く 設定されていない

Windowsでのデバイスのステータ スを確認

し ます。 た と えば、 ロー ド されている ド ラ

イバを[デバイス マネージ ャ ]で、 また リ ン 

ク  ステー タ スを Windowsの [ネ ッ ト ワーク 

接続]アプレ ッ ト で確認し ます
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ネ ッ ト ワー ク 接続状態 ラ ン プ

が点滅し ない 

（続き）

✎ ネ ッ ト ワー ク 通信中は、
ネ ッ ト ワーク状態ラ ンプ
が点滅し ます

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラが有 

効に設定されていない

1. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユー 

テ ィ リ テ ィ を実行し て、 ネ ッ ト ワー ク

コ ン ト ローラ を有効に設定し ます

2. オペレーテ ィ ング システムの [デバイ 

ス マネージ ャ ]からネ ッ ト ワーク  コ ン  

ト ローラ を有効に設定し ます

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバが正し く  

ロー ド されていない

ネ ッ ト ワー ク  ド ラ イバを イ ン ス ト ール し 

なお し ます。 詳し く は、 Documentation and 
Diagnostics CD に収録 さ れてい る 『ネ ッ ト  

ワー ク および イ ン タ ーネ ッ ト 通信ガ イ ド 』

を参照し て く だ さ い

オー ト センス機能が正常に動作

し ていない

オー ト センス機能が有効にな っ ている場合

は、 オー ト センス機能を無効に設定し、 適

切な通信モー ド に設定し ます。 オー ト セン

ス 機能が無効に設定 さ れ て い る 場合は、

オー ト センス機能を有効に し ます。 詳し く

は、 Documentation and Diagnostics CDに収   

録 さ れて い る 『ネ ッ ト ワー ク お よ び イ ン

タ ーネ ッ ト 通信ガ イ ド 』 を参照し て く だ さ

い

[Diagnostics for Windows] で エ  

ラーが報告される

ケーブルが し っか り と 接続 され

ていない

ケーブルがネ ッ ト ワー ク  コ ネ ク タ に し っ 

かり と接続されている こ と と、 ケーブルの

も う 一方の端が適切なデバイスに し っかり

と接続されている こ と を確認し ます

ケーブルが間違っ た コ ネ ク タ に

接続されている

ケーブルが適切な コ ネク タ に接続されてい

る こ と を確認し ます

ケーブルまたは接続さ れている

デバイスに障害がある

ケーブルおよび接続されているデバイ スが

正し く 動作し ている こ と を確認し ます

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラの割 

り 込みが、 他の拡張ボー ド の割

り込みと衝突し ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10）ユーテ ィ  

リ テ ィ の[ カス タム] （Advanced） メ ニュー

を使用し て拡張ボー ド のリ ソースの設定を

変更し ます

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラに障 

害がある

修理受付窓口にご連絡 く だ さい

[Diagnostics for Windows] で エ  

ラ ーは報告 さ れな いが、 コ ン

ピ ュ ー タ がネ ッ ト ワー ク と 通

信できない

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバがロー ド  

さ れていないか、 ド ラ イバのパ

ラ メ ー タが現在の設定と一致し

ていない

ネ ッ ト ワー ク  ド ラ イバがロー ド さ れてい 

る こ と と、 ド ラ イバのパラ メ ー タがネ ッ ト

ワー ク  コ ン ト ロー ラ の設定 と 一致 し てい 

る こ と を確認し ます

適切なネ ッ ト ワー ク  ク ラ イ ア ン ト お よび 

プロ ト コルがイ ンス ト ールされている こ と

を確認し ます

ネッ ト ワークに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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[Diagnostics for Windows] で エ  

ラーは報告されないが、 コ ン 

ピ ュ ー タ がネ ッ ト ワー ク と 通

信できない 

（続き）

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラがこ 

のコ ン ピ ュー タ での使用に設定

されていない

[ コ ン ト ロール パネル ]の [ ネ ッ ト ワーク接 

続]アイ コ ンを選択し て、ネ ッ ト ワーク  コ ン 

ト ローラ を設定し ます

拡張ボ ー ド を 取 り 付 け る と、

ネ ッ ト ワー ク  コ ン ト ロー ラが 

動かな く なる

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラの割 

り 込みが、 他の拡張ボー ド の割

り込みと衝突し ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10）ユーテ ィ  

リ テ ィ の[ カス タム] （Advanced） メ ニュー

を使用し て拡張ボー ド のリ ソースの設定を

変更し ます

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバがない 拡張ボー ド 用の ド ラ イバのイ ンス ト ール時

に、 誤っ てネ ッ ト ワーク  ド ラ イバを消し て 

いないか確認し ます

取 り 付け ら れ た 拡張ボ ー ド が

ネ ッ ト ワーク  カー ド （NIC） で、 

内蔵NICと競合する

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10）ユーテ ィ  

リ テ ィ の [ カ ス タム ] メ ニューを使用し て拡

張ボー ド のリ ソースの設定を変更し ます

明確な原因がないのに、 ネ ッ ト

ワー ク  コ ン ト ロー ラが動かな 

く なる

ネ ッ ト ワーク  ド ラ イバが破損し 

ている

Restore Plus! CDからネ ッ ト ワーク  ド ラ イバ   

を再イ ンス ト ールし ます。 最新版の ド ラ イ

バは、 弊社の イ ン タ ーネ ッ ト Web サ イ ト

（http://www.hp.com/support） で随時公開

し ています

ケーブルが し っか り 接続さ れて

いない

ケーブルの一方の端を ネ ッ ト ワー ク  コ ネ 

ク タ に、 も う 一方の端を正し い機器に し っ

かり と接続し ます

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラに障 

害がある

修理受付窓口にご連絡 く だ さい

新 し いネ ッ ト ワー ク  カ ー ド が 

起動し ない

新し いネ ッ ト ワーク  カー ド に障 

害があるか、 業界標準の仕様を

満た し ていない

正常に動作する、 業界標準のNIC を挿入す

るか、 起動順序を変えて別のソースから起

動するよ う に し ます

リ モー ト  システム イ ンス ト ー  

ル時にネ ッ ト ワー ク  サーバに 

接続できない

ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラの構 

成が正し く 設定されていない

ネ ッ ト ワー クへの接続状況を確認 し ます。

DHCPサーバに接続 さ れてお り、 リ モー ト

システム イ ンス ト ール サーバにお使いの  

NIC用のNIC ド ラ イバが含まれている こ と

を確認し ます

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10）ユーテ ィ リ テ ィ が書き込

みのないEPROMを検出し た

書き込みのないEPROMがある 修理受付窓口にご連絡 く だ さい

ネッ ト ワークに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
ト ラ ブルシューテ ィ ング ガイ ド www.hp.com/jp 2–31

http://www.hp.com/support


診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
メ モ リ に関する ト ラブルの解決方法
メモリに関するトラブルが生じたときには、以下の解決方法を参照してくだ

さい。

Ä 注意 ： ECCメモリをサポートするシステムの場合は、ECCメモリと非ECCメ

モリを混在させないでください。2種類のメモリを混在させると、オペレー

ティング システムが起動しません。

メモ リ に関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

メ モ リの増設後、 コ ンピ ュータが

起動し ない、 または、 コ ンピ ュー

タが正常に動作し ない

メ モ リ  モ ジ ュ ールの種類や 

動作速度な どの仕様が適切

でない。 または、 新し い メ モ

リ  モ ジ ュ ールが正 し く 装着 

されていない

お使いのコ ン ピ ュ ー タ に対応する業界標準

のメ モ リ  モジ ュールに交換し ます

一部のモデルのコ ンピ ュータ では、ECCメ モ

リ と 非ECC メ モ リ を混在させないで く だ さ

い

「Out of Memory」 とい う メ ッ セー  

ジが表示された

メ モ リ が正 し く 設定 さ れて

いない

[ コ ン ト ロール パネル]→[パフ ォーマンス と 

メ ンテナンス ]→ [システム ]→ [詳細設定 ] タ

ブ→[パフ ォーマンス]領域の[設定]ボ タ ンの

順に選択し て、 メ モ リの操作を確認し ます

ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実行す

るためのメ モ リが足り ない

アプ リ ケーシ ョ ンに付属のマニ ュ アルを参

照し て、必要な メ モ リ容量を調べ、必要な容

量を確保し ます

POST （電源投入時のセルフ  テス 

ト ） で表示される メ モ リ容量が正

し く ない

メ モ リ  モ ジ ュ ールが正 し く  

取り付けられていない

メ モ リ  モジ ュ ールが正 し く 取 り 付け られ、 

適切なモジ ュ ールが使用さ れている こ と を

確認し ます

✎ 4GBシステムの場合、 実際のメ モ リ容
量よ り 若干少ない容量が表示 さ れま
す

内蔵グ ラ フ ィ ッ ク スがシ ス

テム メ モ リ を使用 し てい る 

可能性がある

操作は必要あ り ません

操作中に メ モ リ 不足のエ ラ ーが

発生し た

メ モ リ常駐プログラム （TSR）

の数が多過ぎる

不必要な メ モ リ 常駐プ ログ ラムを終了し ま

す

ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実行す

るためのメ モ リが足り ない

アプ リ ケーシ ョ ンに必要な メ モ リ 容量を確

認し、 必要な容量を確保し ます
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プロセッサに関する ト ラブルの解決方法
プロセッサに関連するトラブルが発生した場合の一般的な原因と解決方法

を、以下の表にまとめます。

電源ラ ンプが1秒間隔で5回赤色

に点滅する と同時にビープ音が5
回鳴り、その後2秒間休止する （一

連のビープ音は5回繰り返された

後停止するが、電源ラ ンプは問題

が解決するまで点滅し続ける）

メ モ リ が正 し く 取 り 付け ら

れていない、 またはメ モ リ に

障害がある

1. DIMMを取り付けなおし て、 システムの

電源を入れます

2. DIMM を一度に 1 つずつ取り外し て交換

し、 故障し たモジ ュールを特定し ます

3. 他社製のメ モ リ を HP 製のメ モ リ に交換

し ます

4. システム ボー ド を交換し ます

メモ リ に関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法

プロセッサに関する ト ラブルの解決方法

ト ラブル 原因 解決方法

十分なパ フ ォ ーマ ン スが得 ら れ

ない

プ ロ セ ッ サが高温に達 し て

いる

1. コ ン ピ ュ ー タ 周辺の通気が妨げ ら れて

いないこ と を確認し ます

2. フ ァ ンが正し く 取り付けられ、正常に動

作し ている こ と を確認し ます （必要な場

合にのみ動作する フ ァ ン もあ り ます）

3. プ ロ セ ッ サの ヒ ー ト シ ン クが正 し く 取

り付けられている こ と を確認し ます

電源ラ ンプが1秒間隔で3回赤色

に点滅し、その後2秒間休止する。

電源 ラ ン プは問題が解決す る ま

で点滅し続ける

プ ロ セ ッ サが取 り 付け ら れ

ていない、 または正し く 取り

付けられていない

1. プ ロ セ ッ サが取 り 付け られてい る こ と

を確認し ます

2. プロセ ッサを取り付けなお し ます
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CDおよびDVDに関する ト ラブルの解決方法
CDおよびDVDドライブにトラブルが生じたときには、以下の解決方法を参

照してください。

CDおよびDVDに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

コ ンピ ュータがCD またはDVD ド

ラ イ ブから起動し ない

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユー テ ィ リ テ ィ で リ

ムーバブル メ デ ィ アから の 

起動が無効に設定 さ れて い

る

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ  

リ テ ィ を実行し、 [ス ト レージ] （Storage） →

[ス ト レージ オプシ ョ ン] （Storage Options）  

の順に選択し て、 リ ムーバブル メ デ ィ アか 

らの起動を有効に設定し ます。 [ス ト レージ]
→[起動順序] （Boot Order） の順に選択し て、 

IDE CD-ROM が有効に設定 さ れてい る こ と 

を確認し ます

コ ン ピ ュ ー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ でネ ッ

ト ワーク サーバ モー ド が有  

効に設定されている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ  

リ テ ィ を実行し、 [セキュ リ テ ィ ] （Security）

→[パスワー ド  オプシ ョ ン] （Password  
Options） の順に選択 し て、 [ ネ ッ ト ワー ク

サーバ モー ド ] （Network Server Mode） を   

無効に設定し ます

起動で き ないCDが ド ラ イ ブ

内にある

起動でき るCDを ド ラ イ ブに挿入し てみます

起動順序が間違っている コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ  

リ テ ィ を実行し、 [ス ト レージ]→[起動順序]
の順に選択し て起動順序を変更し ます

CD またはDVD ド ラ イ ブが検出さ

れない、 またはド ラ イバがロー ド

されない

ド ラ イ ブ を 正 し く 接続 し て

いない。 SCSIド ラ イ ブの場合

は、 接 続 が 正 し く な い か、

タ ー ミ ネ ー シ ョ ン が正 し く

ない

『ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンス ガ イ ド』 およ  

び別途購入し た場合はCDまたはDVD ド ラ イ

ブに付属のマニュ アルも参照し て く だ さ い

DVD ド ラ イ ブ で映像が再生 さ れ

ない

映像がお使いの地域の規格

外の可能性がある

DVD ド ラ イ ブに付属のマニ ュ アルを参照し

て く だ さい

デ コ ーダ ソ フ ト ウ ェ アがイ 

ンス ト ールされていない

デコーダ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ま 

す

メ デ ィ アが破損し ている メ デ ィ アを交換し ます

映像がパレ ン タルロ ッ ク （視

聴年齢制限） の制限対象に

な っている

DVD ソ フ ト ウ ェ ア を使用し て、 パレ ン タ ル

ロ ッ ク を解除し ます

メ デ ィ アが裏返 し に挿入 さ

れている

メ デ ィ アを正し く 挿入し なおし ます
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USBメモ リ に関する ト ラブルの解決方法
USBメモリに関連するトラブルが発生した場合の一般的な原因と解決方法

を、以下の表にまとめます。

メ デ ィ アを取り出せない （ ト レ イ

式の ド ラ イ ブ）

メ デ ィ アが ド ラ イ ブ に正 し

く 挿入されなかった

コ ンピ ュータの電源を切り、細い金属製の棒

を非常用取 り 出 し ホールに差し 込んで強 く

押し ます。ト レ イ をゆっ く り完全に引き出し

て、 メ デ ィ アを取り出し ます

CD-ROM、 CD-RW、 DVD-ROM、

DVD-R/RW ド ラ イ ブ がデ ィ ス ク

を読み取れない、 または起動に時

間がかかる

メ デ ィ アが裏返 し に な っ て

いる

メ デ ィ アのラ ベル面を上に し て挿入し なお

し ます

再生する メ デ ィ アの種類 

（オーデ ィ オ、ビデオなど） を

判別 す る 必要 が あ る た め、

DVD-ROM ド ラ イ ブの起動に

時間がかかる

再生する メ デ ィ アの種類が判別 さ れるま で

30秒間以上待機し ます。 デ ィ ス クが起動さ

れない場合は、他の解決方法を参照し て く だ

さい

メ デ ィ アが汚れている 市販のCDク リ ーニング キ ッ ト で、 メ デ ィ ア 

を掃除し ます

システムがCD またはDVD ド

ラ イ ブを検出できない

1. デバイ ス マネージ ャ を使用し て、 目的 

のデバイスをアン イ ンス ト ールし ます

2. コ ン ピ ュ ー タ を再起動 し、 シ ス テムが

CD またはDVD ド ラ イ ブを検出するかど

う かを確認し ます

オーデ ィ オCDの録音が困難また

は不可能である

メ デ ィ アの種類が間違 っ て

いるか低品質である

1. 低速で録音し てみます

2. ド ラ イ ブに対 し て正 し い メ デ ィ ア を使

用し ている こ と を確認し ます

3. 別の種類の メ デ ィ アを使用し てみます。

メ デ ィ アの品質は、 メ ーカーによ っ て大

き く 異な り ます

CDおよびDVDに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法

USBメ モ リ に関する ト ラブルの解決方法

ト ラブル 原因 解決方法

Windows XPで、USBメ モ リがド ラ 

イブ名と し て認識されない

最後の物理 ド ラ イ ブの次に

あ た る ド ラ イ ブ 名は使用で

きない

Windows XPでUSB メ モ リのデフ ォル ト のド  

ラ イブ名を変更し ます

起動可能な USB メ モ リ を 作 っ た

後で、 コ ンピ ュータがDOSから起

動する

USB メ モ リが起動可能にな っ

ている

オペレーテ ィ ング システムが起動し てから 

USBメ モ リ を取り付けます
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コンピ ュータ前面に接続したデバイスに関する ト ラブルの 
解決方法

コンピュータ前面に接続したデバイスに関連するトラブルが発生した場合の

一般的な原因と解決方法を、以下の表にまとめます。

コンピ ュータ前面に接続したデバイスに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

USBデバイス、 ヘ ッ ド フ ォ ン、 ま

たはマ イ ク が コ ン ピ ュ ー タ に認

識されない

デバ イ スが正 し く 接続 さ れ

ていない

1. コ ンピ ュータの電源を切り ます

2. デバイ ス を コ ン ピ ュ ー タ 前面に接続 し

なお し てから、 コ ンピ ュータ を再び起動

し ます

デバ イ ス に電力が供給 さ れ

ていない

外部電力を必要 と する USB デバイ ス を使用

し ている場合は、電源コー ド の一方の端がコ

ンピ ュータ に接続されてお り、も う 一方の端

が使用可能な電源コ ンセン ト に接続さ れて

いる こ と を確認し ます

正 し いデバイ ス ド ラ イ バが 

イ ンス ト ールされていない

1. 正し いデバイス ド ラ イバを イ ンス ト ー 

ルし ます

2. コ ン ピ ュ ー タ の再起動が必要にな る場

合もあ り ます

デバ イ ス と コ ン ピ ュ ー タ を

つ な ぐ ケ ー ブルが機能 し て

いない

1. 可能な場合は、 ケーブルを交換し ます

2. コ ンピ ュータ を再起動し ます

デバイスが機能し ていない 1. デバイスを交換し ます

2. コ ンピ ュータ を再起動し ます
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インターネッ ト  アクセスに関する ト ラブルの解決方法
インターネット アクセスに関するトラブルが発生した場合は、インターネッ 

ト サービス プロバイダ（ISP）に問い合わせるか、または以下の解決方法を  

参照してください。

インターネッ ト  アクセスに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

イ ン ターネ ッ ト に接続できない イ ン ターネ ッ ト  サービス プ 

ロバイ ダ （ISP） のア カウン ト

が正し く 設定されていない

イ ン タ ーネ ッ ト の設定を確認するか、 ISPに

問い合わせます

モデムが正 し く セ ッ ト ア ッ プ

されていない

モデムを接続し なお し ます。 ク イ ッ ク  セ ッ 

ト ア ッ プに関するマニュアルを参照し て、正

し く 接続されているか確認し ます

Web ブ ラウザが正し く セ ッ ト

ア ッ プ されていない

Web ブ ラ ウザがイ ン ス ト ール さ れてお り、

ISPへのセ ッ ト ア ッ プが完了し ているか確認

し ます

ケーブル/DSL モデムが接続さ

れていない

ケーブル/DSL モデムを接続し ます。 ケーブ

ル/DSL モデムの前面の電源ラ ンプが点灯し

ます

ケーブル/DSLサービスが使用

で き ない、 ま たは悪天候のた

め中断し ている

後で イ ン タ ーネ ッ ト に接続し なおすか、 ISP
に問い合わせます （ケーブル/DSLサービス

に接続する と、 ケーブル/DSL モデムの前面

のケーブル ラ ンプが点灯し ます）

CAT5 UTPケーブル （LANケー 

ブル） が接続されていない

CAT5 UTPケーブルで、 ケーブル モデムを コ  

ン ピ ュ ー タ のRJ-45 コ ネ ク タ に接続 し ま す

（正し く 接続される と、 ケーブル/DSLモデム

の前面のPCラ ンプが点灯し ます）

IP ア ド レ スが正 し く 構成 さ れ

ていない

ISPに正し いIPア ド レスを問い合わせます

Cookieが壊れている 

（「Cookie」 はWebサーバが 

Web ブ ラウザに一時的に格納

する情報です。 Webサーバが

後 で 取得す る 特定の情報 を

Web ブ ラウザに記憶させる と

きに役立ちます）

Windows XPで次の操作を行います

1. [ス ター ト ]→[コ ン ト ロール パネル]の順 

に選択し ます

2. [ネ ッ ト ワーク と イ ン タ ーネ ッ ト 接続]→
[イ ン ターネ ッ ト  オプシ ョ ン]の順に選 

択し ます

3. [全般] タ ブで、 [Cookieの削除]ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます

イ ン タ ーネ ッ ト  プ ロ グ ラ ム を 

自動的に起動できない

プ ログ ラ ムによ っ ては、 起動

する前に ISPにログオンする必

要がある

ISPにログオン し てから、 目的のプログラム

を起動し ます
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イ ン ターネ ッ ト でのWebサイ ト

のダウンロー ド に時間がかかる

大き なサイズのフ ァ イルを ダ

ウンロー ド し ている

エ ラーではあ り ません

通常、フ ァ イルのサイズが大き く なる と ダウ

ンロー ド にかかる時間が長 く な り ます

接続 し よ う と し ているサイ ト

のサーバへのア ク セスが混ん

でいる

い っ たんダウン ロー ド を中断 し、 し ばら く

た っ てから も う 一度ダウン ロー ド し てみて

く だ さ い

イ ン タ ーネ ッ ト 回線が混んで

いる

い っ たんダウン ロー ド を中断 し、 し ばら く

た っ てから も う 一度ダウン ロー ド し てみて

く だ さ い

モデムが正 し く セ ッ ト ア ッ プ

されていない

モデム速度およびCOMポー ト が正し く 選択

されているか確認し ます

Windows XPで次の操作を行います

1. [ス ター ト ]→[コ ン ト ロール パネル]の順 

に選択し ます

2. [ パフ ォーマンス と メ ンテナンス ] → [ シ

ステム]の順に選択し ます

3. [ハー ド ウ ェ ア]タ ブを ク リ ッ ク し ます

4. [デバイス マネージ ャ ]領域にある [デバ 

イス マネージ ャ ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ま 

す

5. [ポー ト （COM と LPT） ] をダブルク リ ッ

ク し ます

6. モデムが使用し ている COM ポー ト を右

ク リ ッ ク し て、 [プロパテ ィ ]を ク リ ッ ク

し ます

7. [デバイスの状態]領域で、 モデムが正し

く 動作し ているか確認し ます

8. [デバイスの使用状況]領域で、 モデムが

有効に設定されているか確認し ます

9. 他にも問題がある場合は、 [ ト ラ ブル 

シ ュ ーテ ィ ング ] ボ タ ン を ク リ ッ ク し、

画面の指示に従って操作し ます

インターネッ ト  アクセスに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング 
ソ フ ト ウェ アに関する ト ラブルの解決方法
ソフトウェアのトラブルは多くの場合、以下のようなことが原因で発生しま

す。

■ アプリケーションが正しくインストールまたは設定されていない

■ アプリケーションを実行するための十分なメモリの空き容量がない

■ アプリケーション間でリソースの競合が発生している

■ 必要なデバイス ドライバがインストールされていない

■ 出荷時とは異なるオペレーティング システムをインストールしている場 

合に、そのシステムがお使いのシステムでサポートされていない

ソフトウェアに関するトラブルが発生した場合は、以下の表にある解決方法

を参照してください。

ソ フ ト ウェアに関する ト ラブルの解決方法 

ト ラブル 原因 解決方法

コ ン ピ ュ ー タ の起動が進まず、

HPロゴ画面が表示されない

POSTエ ラーが発生し た ビ ー プ音 と キーボー ド の ラ ン プ を確認 し ま

す。考え られる原因については、「付録A POST 
エ ラー メ ッ セージ」 を参照し て く だ さ い

詳し く は、 リ ス ト ア キ ッ ト を参照するか、 ま 

たはサポー ト 窓口にお問い合わせ く だ さ い

HP ロゴ画面が表示された後、 コ

ンピ ュータの起動が進まない

システム フ ァ イルが壊れて 

いる

1. 可能であればコ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユ ー テ ィ リ テ ィ を 実行 し、 [File]
（フ ァ イル） →[Apply Defaults and Exit] （デ   

フ ォル ト 値に設定し て終了）の順に選択し

て BIOSの設定を工場出荷時の初期値に戻

し ます

2. BIOSの設定を戻し て も改善し ない場合 

は、 このガイ ド の 「付録B パスワー ド のセ 

キュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」を参照

し てCMOS メ モ リ を ク リ ア し ます

3. 上記どち らの方法で も改善し ない場合は、

サポー ト 窓口にお問い合わせ く だ さ い
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診断ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ない ト ラ ブルシューテ ィ ング
カスタマ サポー ト のご利用について
カスタマ サポートをご利用になるには、HP製品販売店またはサポート窓口 

にお問い合わせください。詳しくは、製品に同梱されている『保証規定（サー

ビスおよびサポートを受けるには）』を参照してください。

✎ 保守などのためにコンピュータ本体をお預けになる際には、セットアップ パ 

スワード（Setup Password）や電源投入時パスワード（Power-On Password）な  

どのパスワードを消去しておいてください。

✎ テクニカル サポートの電話番号については、製品に同梱されている『保証規 

定』を参照してください。日本以外の国や地域については、Documentation and 
Diagnostics CDに収録されている『Worldwide Telephone Numbers』を参照して   

ください。

「Illegal Operation has Occurred」 

と い う エ ラー メ ッ セージが表示 

される

使用中のソ フ ト ウェ アが、お

使 い の バ ー ジ ョ ン の

Windows で Microsoft 社の認

可を得ていない

ソ フ ト ウ ェ ア が お 使 い の バ ー ジ ョ ン の

Windows でマ イ ク ロ ソ フ ト の認可を得ている

かど う かを確認し ます （詳し く は、ソ フ ト ウ ェ

アのパッ ケージを参照し て く だ さ い）

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン 

フ ァ イルが壊れている

可能な場合は、 デー タ をすべて保存し、 プ ロ

グラムをすべて終了し てから コ ン ピ ュー タ を

再起動し ます

ソ フ ト ウェアに関する ト ラブルの解決方法 （続き）

ト ラブル 原因 解決方法
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A
POSTエラー メ ッセージ 

この付録では、POST（電源投入時のセルフテスト）実行中またはコンピュー

タの起動時に表示されるエラー コード、エラーメッセージ、およびさまざま 

なインジケータ ランプや音声コードについてまとめます。各エラーについ 

て、考えられる原因や対処方法も示します。

POSTメッセージが無効になっていると、POST実行中のシステム メッセージ 

（メモリ カウント、エラーではないテキスト メッセージなど）が画面に表示  

されません。POSTエラーが発生した場合はエラー メッセージが表示されま 

す。POSTメッセージが有効になっていると、POST中のすべてのメッセージ

が画面に表示されるので、コンピュータの起動処理に多少時間がかかります。

POST実行中にPOSTメッセージを無効から有効に手動で切り替えるには、

[F10]キーおよび[F12]キー以外のキーを押してください。POSTメッセージの

有効/無効の設定はコンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティで行い 

ます。デフォルトではPOSTメッセージが無効に設定されています。

オペレーティング システムのロードにかかる時間と、テストされるシステム 

の範囲は、選択するPOSTモードによって異なります。

クイック ブート（Quick Boot）を設定すると短時間で起動することができま  

すが、すべてのシステム レベルのテストを実行するわけではなく、メモリ テ  

ストなどは実行されません。フル ブート（Full Boot）を設定するとすべての  

ROMベースのシステム テストを実行するので、完了するまでに時間がかか 

ります。

[x日毎にフル ブート]（Full Boot Every x days）を設定すると1～30日に1回、定     

期的にフル ブートを実行することができます。このスケジュールを設定する 

には、コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティで[x日毎にフル ブー  

ト]に再設定します。
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POSTエ ラー メ ッ セージ
✎ コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティについて詳しくは、 

Documentation and Diagnostics CDに収録されている『コンピュータ セットアッ    

プ（F10）ユーティリティ ガイド』を参照してください。

POST時の数値コー ド およびテキス ト  メ ッセージ
ここでは、数値コードが関連付けられているPOSTエラーについて説明しま

す。また、POSTの実行中に表示されるテキスト メッセージについても説明 

します。

✎ POSTテキスト メッセージが表示されると、ビープ音が1回鳴ります。

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ 

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法

101-Option ROM 
Checksum Error

システムROM または拡張ボー

ド のオプシ ョ ン ROMのチ ェ ッ

クサム

1. ROMが正し いかど う か確認し ます

2. 必要に応じ てROMを フ ラ ッ シ ュ し ます

3. 最近拡張ボー ド を追加 し た場合は、 その拡張

ボー ド を取 り 外 し てみて問題が解決するかど

う か確認し ます

4. CMOSメ モ リ を ク リ ア し ます（「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

5. これでエ ラー メ ッ セージが表示されな く な っ 

た場合は、 拡張ボー ド の不具合と考え られます

ので、 拡張ボー ド を交換し ます

6. 上記の手順で も 問題が解決 さ れない場合はシ

ステム ボー ド を交換し ます （修理受付窓口へご 

連絡 く だ さ い）

103-System Board 
Failure

DMAまたはタ イマの障害 1. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

2. 拡張カー ド を取り外し ます

3. 必要であれば、 シス テム ボー ド を交換 し ます 

（修理受付窓口へご連絡 く だ さ い）
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
110-Out of Memory 
Space for Option ROMs

取り付けたPCI拡張カー ド に含

まれるオプシ ョ ンROMが、 

POST実行時にダウンロー ド す

るには大きすぎる

1. PCI 拡張カー ド を取り付けている場合は取り外

し てみて、 ト ラ ブルが解決するか確認し ます

2. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ で [ カス タム] （Advanced） →[デバイス オ 

プシ ョ ン] （Device Options） の順に選択し、NIC 
PXEオプシ ョ ンROMのダウンロー ド （NIC PXE 
Option ROM Download） を無効 （Disable） に設  

定し ます。 これによ り、 内蔵NICのPXEオプシ ョ

ン ROMがPOST実行時にダウンロー ド されな く

なるため、拡張カー ド のオプシ ョ ンROM用のメ

モ リ を確保できます。 内蔵PXEオプシ ョ ンROM
は、NICからPXEサーバに接続するために使用し

ます

3. メ モ リの先頭のACPI/USBバッ フ ァ （ACPI/USB  
Buffer @ Top of Memory）が有効にな っている こ    

と を確認し ます

162-System Options Not 
Set

コ ンピ ュータの設定（コ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ン） が不適切

RTC （リ アル タ イム ク ロ ッ ク）  

用バ ッ テ リ が寿命に達 し てい

る

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [ カ ス タム ] （Advanced） → [オンボー ド

デバイス] （Onboard Devices） の順に選択し て コ ン 

フ ィ ギュ レーシ ョ ンを確認し ます

Windows XP の [ コ ン ト ロール パネル ] にあ るユー  

テ ィ リ テ ィ を使っ て時刻 と 日付を設定 し なお し ま

す。 問題が解決し ない場合は、 RTC用バッ テ リ を交

換し ます。新し いバッ テ リの装着方法について詳し

く は、 Documentation and Diagnostics CD に収録 さ   

れている 『ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンス ガイ ド 』 を  

参照し て く だ さい

163-Time & Date Not Set コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン メ モ 

リの日付と時刻が無効

RTC （リ アル タ イム ク ロ ッ ク）  

用バ ッ テ リ が寿命に達 し てい

る

Windows XP の [ コ ン ト ロール パネル ] にあ るユー  

テ ィ リ テ ィ を使って時刻と日付を設定し ます。 コ ン

ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ で も 

設定できます。問題が解決し ない場合は、RTC用バッ

テ リ を交換し ます。新しいバッ テ リの装着方法につ

い て詳 し く は、 Documentation and Diagnostics CD   
に収録されている 『ハー ド ウ ェ ア リ フ ァ レ ンス ガ  

イ ド 』 を参照し て く だ さ い

CMOS ジ ャ ンパが正 し く 取 り

付けられていない

CMOS ジ ャ ンパが正 し く 取 り 付け られている こ と

を確認し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ
164-Memory Size Error 前回の起動以降、メ モ リ容量が

変更された（メ モ リが追加され

たか取り外された）

[F1]キーを押し て変更を保存し ます

メ モ リ に関する コ ン ピ ュ ー タ

の設定（コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ

ン） が不適切

1. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ またはWindowsのユーテ ィ リ テ ィ を実行

し ます

2. メ モ リ  モジ ュールが装着されている場合は、正 

し く 装着されている こ と を確認し ます

3. 他社製のメ モ リ を追加し ている場合は、HP製の

メ モ リ だけを使ってテス ト し ます

4. 正 し い メ モ リ モジ ュ ールが装着 さ れている こ 

と を確認し ます

201-Memory Error システム メ モ リの障害 1. コ ンピ ュータ セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ またはWindowsのユーテ ィ リ テ ィ を実行

し ます

2. メ モ リ モジ ュ ールが正 し く 装着 さ れている こ 

と を確認し ます

3. 正 し い メ モ リ モジ ュ ールが装着 さ れている こ 

と を確認し ます

4. 故障し た メ モ リ  モジュールを取り外し て交換 

し ます

5. 必要であれば、 シス テム ボー ド を交換 し ます 

（修理受付窓口へご連絡 く だ さ い）

213-Incompatible 
Memory Module in 
Memory Socket(s) X, 
X, ...

エ ラー メ ッ セージに示された 

メ モ リ  ソ ケ ッ ト に装着されて 

いる メ モ リ  モジ ュールに重要 

な SPD 情報が設定 さ れて いな

い。 または メ モ リ  モジ ュール 

がチ ッ プ セ ッ ト に対応 し てい

ない

1. 正 し い メ モ リ モジ ュ ールが装着 さ れている こ 

と を確認し ます

2. 別のメ モ リ  ソケ ッ ト を使用し てみます

3. SPD準拠のメ モ リ  モジ ュールと交換し ます

214-DIMM 
Configuration Warning

取 り 付け ら れて い る DIMM が

最適な構成にな っていない

DIMMを取り付けなお し て、 各チ ャネルご とのメ モ

リ容量が同じ になるよ う に し ます

219-ECC Memory 
Module Detected ECC 
Modules not supported 
on this Platform

ECC メ モ リ をサポー ト し てい

な い プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 上 に

ECCメ モ リが装着されている

1. メ モ リ を追加し ている場合は取 り 外し てみて、

ト ラ ブルが解決するか確認し ます

2. コ ンピ ュータのマニュ アルを参照し て、 サポー

ト される メ モ リ を確認し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
301-Keyboard Error キーボー ド の障害 1. コ ンピ ュータの電源を切り、 キーボー ド を接続

し なお し ます

2. コネク タが曲がっていないか、 またはピンがな

く な っていないかを確認し ます

3. 何かに押 さ れた ま ま にな っ てい るキーがない

こ と を確認し ます

4. 必要であれば、 キーボー ド を交換し ます

303-Keyboard Controller 
Error

I/Oキーボー ド  コ ン ト ローラ 

の障害

1. コ ンピ ュータの電源を切り、 キーボー ド を接続

し なお し ます

2. 必要であれば、 システム ボー ド を交換し ます

304-Keyboard or System 
Unit Error

キーボー ド の障害 1. コ ンピ ュータの電源を切り、 キーボー ド を接続

し なお し ます

2. 何かに押 さ れた ま ま にな っ てい るキーがない

こ と を確認し ます

3. 必要であれば、 キーボー ド を交換し ます

4. 必要であれば、 システム ボー ド を交換し ます 

（修理受付窓口へご連絡 く だ さ い）

404-Parallel Port Address  
Conflict Detected

外部ポー ト と 内部ポー ト が共

にパラ レル ポー ト X に割 り 当 

て られている

1. すべてのパラ レル ポー ト 拡張カー ド を取 り 外 

し ます

2. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

3. カ ー ド を再設定するか、 コ ン ピ ュ ー タ セ ッ ト  

ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます

410-Audio Interrupt 
Conflict

IRQ ア ド レ スが他のデバ イ ス

のア ド レス と競合し ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [ カ ス タム ] （Advanced） → [オンボー ド

デバイス ] （Onboard Devices） の順に選択し て IRQ 
を再設定し ます

411-Network Interface 
Card Interrupt Conflict

IRQ ア ド レ スが他のデバ イ ス

のア ド レス と競合し ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [カス タム]→[オンボー ド  デバイス ]の順 

に選択し てIRQを再設定し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
ト ラ ブルシューテ ィ ング ガイ ド www.hp.com/jp A–5



POSTエ ラー メ ッ セージ
501-Display Adapter 
Failure

グラ フ ィ ッ ク ス コ ン ト ロー ラ 

の障害

1. 必要であれば、グラ フ ィ ッ ク ス カー ド を挿入し 

なお し ます

2. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

3. モニ タが接続されていて、 電源が入っている こ

と を確認し ます

4. 可能であれば、グラ フ ィ ッ ク ス カー ド を交換し 

ます

510-Flash Screen Image 
Corrupted

フ ラ ッ シュ  ス ク リーン イ メ ー 

ジのエ ラー

最新のBIOS イ メ ージを使用し てシステムROM を再

フ ラ ッ シ ュ し ます

511-CPU, CPUA, or 
CPUB Fan not Detected

CPU フ ァ ンが接続 さ れていな

いか、 障害がある

1. CPUフ ァ ンを接続し なお し ます

2. フ ァ ン ケーブルを接続し なお し ます

3. 必要であれば、 CPUフ ァ ンを交換し ます

512-Chassis, Rear 
Chassis, or Front Chassis 
Fan not Detected

シ ャーシ、 シ ャーシ背面、 また

はシ ャ ーシ前面の フ ァ ンが接

続されていないか、障害がある

1. シ ャーシ、 シ ャーシ背面、 またはシ ャーシ前面

のフ ァ ンを接続し なおし ます

2. フ ァ ン ケーブルを接続し なお し ます

3. 必要であれば、 シ ャーシ、 シ ャーシ背面、 また

はシ ャーシ前面のフ ァ ンを交換し ます

514-CPU or Chassis Fan 
not Detected

CPUフ ァ ンまたはシ ャーシ  
フ ァ ンが接続されていないか、

障害がある

1. CPUフ ァ ンまたはシャーシ フ ァ ンを接続し な 

おし ます

2. フ ァ ン ケーブルを接続し なお し ます

3. 必要であれば、CPUフ ァ ンまたはシ ャーシ フ ァ 

ンを交換し ます

601-Diskette Controller 
Error

デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イブ コ ン ト   

ローラの障害

1. コ ンピ ュータ セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し ます

2. ケーブルの接続を確認し、 必要であれば交換し

ます

3. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

4. 必要であれば、デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブを交換し 

ます

5. 必要であれば、 システム ボー ド を交換し ます 

（修理受付窓口へご連絡 く だ さ い）

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
605-Diskette Drive Type 
Error

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン メ モ 

リ の内容と デ ィ スケ ッ ト  ド ラ 

イ ブの種類が一致し ない

1. コ ンピ ュータ セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し ます

2. 他のデ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブ （テープ ド ラ イブ）  

を取り外し ます

3. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

610-External Storage 
Device Failure

外付テープ ド ラ イ ブが接続さ 

れていない

テープ ド ラ イ ブ を接続するか、 [F1]キーを押し て 

テープ ド ラ イブな しの設定に し ます

611-Primary Floppy Port 
Address Assignment 
Conflict

デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブに関す 

る コ ン フ ィ ギ ュ レ ーシ ョ ンが

不適切

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [ カ ス タム ] （Advanced） → [オンボー ド

デバイス] （Onboard Devices） の順に選択し て コ ン 

フ ィ ギュ レーシ ョ ンを確認し ます

660-Display cache is 
detected unreliable

内蔵グ ラ フ ィ ッ ク ス コ ン ト  

ロ ー ラ  デ ィ ス プ レ イ  キ ャ ッ  

シュが正し く 動作せず、無効に

なる

必要であれば、 システム ボー ド を交換し ます （修 

理受付窓口へご連絡 く だ さ い）

912-Computer Cover 
Has Been Removed 
Since Last System Startup

前回シ ス テムを起動 し た後に

コ ン ピ ュ ー タ のカバーを取 り

外し た

不具合ではあ り ません

917-Front Audio Not 
Connected

前面オーデ ィ オ ハーネス と マ 

ザーボー ド と の接続が外れて

いる

前面オーデ ィ オ ハーネスを取り付けなおし ます

918-Front USB Not 
Connected

前面USBハーネス と マザー 

ボー ド との接続が外れている

前面USBハーネスを取り付けなお し ます

919-Multi-Bay Riser not 
Connected

ラ イザ カー ド が取り 外された 

か、 正し く 挿入されていない

ラ イザ カー ド を挿入し なおし ます

921-Device in PCI 
Express slot failed to 
initialize

シ ス テムがデバイ スに対応 し

ていない。 または、 PCI Express 
リ ン ク を x1 に戻すこ とがで き

ない

システムを再起動し てみます。 それで も エラーが発

生する場合は、 お使いのシステムでは機能し ないデ

バイスである可能性があ り ます

1151-Serial Port A 
Address Conflict 
Detected

外部ポー ト と 内部ポー ト が共

にCOM1 ポー ト に割 り 当て ら

れている

1. シ リ アル ポー ト の拡張カー ド を取り外し ます

2. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

3. カ ー ド を再設定するか、 コ ン ピ ュ ー タ セ ッ ト  

ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ またはWindows
のユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ
1152-Serial Port B 
Address Conflict 
Detected

外部ポー ト と 内部ポー ト が共

にCOM2 ポー ト に割 り 当て ら

れている

1. シ リ アル ポー ト の拡張カー ド を取り外し ます

2. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

3. カ ー ド を再設定するか、 コ ン ピ ュ ー タ セ ッ ト  

ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ またはWindows
のユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます

1155-Serial Port Address 
Conflict Detected

外部ポー ト と 内部ポー ト が同

じ IRQに割り当て られている

1. シ リ アル ポー ト の拡張カー ド を取り外し ます

2. CMOSメ モリ をク リ アし ます （「付録B パスワー 

ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定」 を参

照）

3. カ ー ド を再設定するか、 コ ン ピ ュ ー タ セ ッ ト  

ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ またはWindows
のユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます

1201-System Audio 
Address Conflict 
Detected

オーデ ィ オ デバイ スの IRQ ア 

ド レ スが他のデバイ ス と 競合

し ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [ カ ス タム ] （Advanced） → [オンボー ド

デバイス ] （Onboard Devices） の順に選択し て IRQ 
を再設定し ます

1202-MIDI Port Address 
Conflict Detected

MIDI デバ イ スの IRQ ア ド レ ス

が他のデバイ ス と 競合 し てい

る

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [カス タム]→[オンボー ド  デバイス]の順 

に選択し てIRQを再設定し ます

1203-Game Port 
Address Conflict 
Detected

ゲーム用デバ イ スの IRQ ア ド

レ スが他のデバイ ス と 競合 し

ている

コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [カス タム]→[オンボー ド  デバイス]の順 

に選択し てIRQを再設定し ます

1720-SMART Hard Drive 
Detects Imminent Failure

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブの障 

害 （一部のハー ド デ ィ ス ク  ド  

ラ イ ブには、 間違 っ た エ ラ ー

メ ッ セージを修正する、ハー ド

デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ フ ァ ーム  

ウ ェ アのパッ チがあ り ます）

1. エ ラー メ ッ セージが正しいか確認し ます。コ ン 

ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

を実行し、 [ス ト レージ] （Storage） →[DPSセル

フ テス ト ] （DPS Self-test） の順に選択し て ド ラ 

イブ保護システム （DPS） テス ト を実行し ます

2. 必要であれば、ハー ド デ ィ スク  ド ラ イブ フ ァー  

ムウ ェ アのパッ チを利用し ます 

（http://www.hp.com/support か ら 入手で き ま

す）

3. ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ のデ ー タ のバ ッ ク

ア ッ プを作成し た後、ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ 

を交換し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
1785-MultiBay 
incorrectly installed

（内蔵マルチベイ /US モデルの

システムの場合）

1. マルチベイ  デバイスが正 

し く 取 り 付け ら れて い な

い

2. マルチベ イ ラ イザが正 し 

く 取り付けられていない

1. マルチベ イ デバイ スが し っか り と 挿入 さ れて 

いる こ と を確認し ます

2. マルチベ イ ラ イザが正 し く 取 り 付け られてい 

ルこ と を確認し ます

1794-Inaccessible 
devices attached to 
SATA 1 and/or SATA 3

SATA 1またはSATA 3ポー ト に  

デバイスが接続されている。接

続されているデバイスは、コ ン

ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） 

ユーテ ィ リ テ ィ で[SATA  
Emulation] （シ リ アルATAエ 

ミ ュ レーシ ョ ン） が[Combined
IDE Controller] （複合IDEコ ン ト  

ローラ）に設定されている と ア

クセスできな く なる

1. Windows 2000 またはWindows XP を使用し て  

いる場合は、 コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） 

ユーテ ィ リ テ ィ で [SATA Emulation] を [Separate 
IDE Controller] （個別の IDE コ ン ト ローラ） に変 

更し ます

2. Windows 2000 またはWindows XP を使用し て  

いない場合は、 影響を受けて い るデバ イ ス を

SATA 0またはSATA 2ポー ト に移動し ます （使用  

でき る場合）

3. 影響を受けているデバイスをSATA 1および 

SATA 3ポー ト から取り外し ます

1796-SATA Cabling Error 1 つ以上のSATA デバイ スが正

し く 接続されていない。最適な

パ フ ォ ー マ ン ス を 得 る には、

SATA 0およびSATA 1 コネク タ  

をSATA 2およびSATA 3 コネク  

タの前に使用する必要がある

SATA コ ネ ク タが昇順に使用されている こ と を確認

し ます。 1 つのデバイ ス を接続する場合はSATA 0 
ポー ト を使用し ます。 2つのデバイスの場合はSATA
0 お よびSATA 1 ポー ト 、 3 つのデバ イ スの場合は 

SATA 0、SATA1、 およびSATA 2ポー ト を使用し ます

1801-Microcode Patch 
Error

ROM BIOS がプ ロ セ ッ サ を サ 

ポー ト し ていない

1. ROM BIOS を適切なバージ ョ ンにア ッ プグレー 

ド し ます

2. 必要であれば、 プロセ ッサを交換し ます （修理

受付窓口へご連絡 く だ さ い）

Invalid Electronic Serial 
Number

シ リ アル番号が不正 1. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行し ます。 ユーテ ィ リ テ ィ のフ ィ ール

ド にデータがある場合、 またはシ リ アル番号が

入力できない場合は、 SP5572.EXE 
（SNZERO.EXE） を http://www.hp.com/ ま たは

http://www.hp.com/jp/から ダウン ロー ド し て

実行し ます

2. コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ 

テ ィ を実行 し、 [ セキ ュ リ テ ィ ] （Security） メ

ニューにある[システムID] （System ID） で、 [ア 

セ ッ ト  タ グ] （Asset tag） にシ リ アル番号を入 

力し、 変更を保存し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ
Network Server Mode 
Active and No Keyboard 
Attached

ネ ッ ト ワーク  サーバ モー ド が  

有効な と きのキーボー ド の障

害

1. コ ンピ ュータの電源を切り、 キーボー ド を接続

し なお し ます

2. コネク タが曲がっていないか、 またはピンがな

く な っていないかを確認し ます

3. 何かに押 さ れた ま ま にな っ てい るキーがない

こ と を確認し ます

4. 必要であれば、 キーボー ド を交換し ます

Parity Check 2 パリ テ ィ RAMの障害 コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  

および診断用ユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます

System will not boot 
without fan

CPU フ ァ ンが取 り 付け ら れて

いないか、SFモデルのシャーシ

内で取り外された

1. カバーを開けて電源ボ タ ンを押し、 プロセ ッサ

フ ァ ンが回転す るか確認 し ます。 プ ロ セ ッ サ

フ ァ ンが回転し ない場合は、 フ ァ ンのケーブル

がシステム ボー ド  ヘ ッ ダに接続されている こ  

と を確認し ます。 また、 ヒー ト シン クが正し く

取り付けられている こ と を確認し ます

2. フ ァ ンお よび ヒ ー ト シ ン ク が正 し く 取 り 付け

られていて も フ ァ ンが回転し ない場合は、 ヒー

ト シン クおよびフ ァ ンを交換し ます

数値コード およびテキス ト  メ ッセージ （続き）

コード / メ ッセージ 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
POST時のフロン ト  パネルのランプおよびビープ音の診断
ここでは、フロント パネルのランプおよびPOST（Power-On Self Test）実行   

前またはPOST実行中に発生するビープ音について説明します。ビープ音に

は、エラー コードやテキスト メッセージが関連付けられていないものもあり  

ます。

✎ PS/2キーボードのランプが点滅している場合は、コンピュータのフロント パ 

ネルのランプが点滅しているか確認し、フロント パネルのランプの動作を基 

に以下の解決方法を参照してください。

✎ 以下の表の解決方法は、実行する順に示されています。

キーボードやフロン ト  パネルのランプおよびビープ音の診断 

動作 ビープ音 考えられる原因 対処方法

電源ラ ン プが緑色に点

灯

な し コ ン ピ ュ ー タ の電源

が入っ ている

不具合ではあ り ません

電源ラ ン プが2 秒間隔

で緑色に点滅する

な し RAMのサスペン ド  

モー ド （一部のモデル

のみ） か、 正常なサス

ペン ド  モー ド

不具合ではあ り ません。 サスペン ド  モー ド から 

復帰するには、 任意のキーを押すかマウス を移

動し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 2 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

2 本体内部の温度が以

下の理由に よ り 動作

範囲 を 超 え て い た た

めサー マ ル保護機能

が働いた

フ ァ ン の動作が妨げ

ら れ て い る か フ ァ ン

が回転し ていない 

または 

ヒ ー ト シン ク / フ ァ ン

ア セ ン ブ リ が正 し く

プ ロ セ ッ サ に取 り 付

けられていない

1. コ ン ピ ュ ー タ の通気口がふさ がれていない

こ と と、プロセ ッサの冷却用フ ァ ンが稼動し

ている こ と を確認し ます

2. カバーを開けて電源ボ タ ンを押し、プロセ ッ

サ フ ァ ン が回転す る か確認 し ま す。 プ ロ 

セ ッ サ フ ァ ンが回転し ない場合は、 フ ァ ン 

のケーブルがシステム ボー ド  ヘ ッ ダに接続  

されている こ と を確認し ます。 また、 フ ァ ン

が正し く 取 り 付け られている こ と を確認 し

ます

3. フ ァ ンおよびケーブルが正し く 取 り 付け ら

れていて も回転 し ない場合は、 プ ロセ ッ サ

フ ァ ンを交換し ます

4. プロセ ッサ ヒ ー ト シン ク を取り付けなお し 

て、 フ ァ ン アセンブ リが正し く 取り付け ら 

れている こ と を確認し ます

上記の方法で問題が解決し ない場合は、 修理受

付窓口に問い合わせます
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POSTエ ラー メ ッ セージ
電源ラ ン プが1 秒間隔

で 3 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

3 プ ロ セ ッ サが取 り 付

けられていない （プロ

セ ッ サの不具合 と い

う 意味 で は あ り ま せ

ん）

1. プ ロセ ッ サが取 り 付け られている こ と を確

認し ます

2. プロセ ッサを取り付けなお し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 4 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

4 電源の障害が発生 し

た （電 源 装 置 の 過 負

荷）

1. カバーを開けて、 4線または6線の電源ケー

ブルがシステム ボー ド のコ ネ ク タ に接続さ 

れているか確認し ます

2. ト ラ ブルの原因にな っ ているデバイ ス を検

出するため、取り付けられているすべてのデ

バイ ス （ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ、 デ ィ ス 

ケ ッ ト  ド ラ イ ブ、 オプテ ィ カル ド ラ イ ブ、  

拡張カー ド など）を取り外し て コ ンピ ュータ

の電源を入れます。 POSTが起動し た ら電源

を切り、 障害が発生するまでデバイスを1つ

ずつ取り付けなお し ます。障害の原因にな っ

ているデバイスを交換し ます。 デバイスを1
つずつ追加し て、すべてのデバイスが正し く

機能する こ と を確認し ます

3. 電源装置を交換し ます

4. システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 5 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

5 プ レ ビ デ オ の メ モ リ

エラー

1. DIMMを取り付けなおし て、 システムの電源

を入れます

2. DIMM を一度に 1 つずつ取り外し て交換し、

故障し たモジュールを特定し ます

3. 他社製のメ モ リ を HP 製のメ モ リ に交換し ま

す

4. システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 6 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

6 プ レ ビ デ オ の グ ラ

フ ィ ッ クス エラー

グ ラ フ ィ ッ ク ス カ ー ド が挿入 さ れてい る場合 

は、 以下の操作を行います

1. グラ フ ィ ッ クス カー ド を挿入し なお し てシ 

ステムの電源を入れます

2. グラ フ ィ ッ クス カー ド を交換し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

内蔵グ ラ フ ィ ッ ク スが搭載 さ れている場合は、

システム ボー ド を交換し ます

キーボードやフロン ト  パネルのランプおよびビープ音の診断 （続き）

動作 ビープ音 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ 
電源ラ ン プが1 秒間隔

で 7 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

7 シ ス テ ム ボー ド の障 

害 （ROMがビデオに優

先し て検出し た障害）

システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 8 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

8 チ ェ ッ ク サムの不良

によるROMの障害

1. 最新のBIOSイ メ ージを使用し てシステム 

ROMを再フ ラ ッ シュ し ます。 詳し く は、 

Documentation and Diagnostics CD に収録さ   

れている 『デス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト につ 

いて』 の 「ブー ト  ブロ ッ ク緊急回復モー ド 」 

の項目を参照し て く だ さ い

2. システム ボー ド を交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 9 回赤色に点滅 し た

後に、 2秒間休止する。

一連のビープ音は5 回

繰 り返さ れた後停止す

るが、 電源ラ ン プは問

題が解決するまで点滅

し続ける

9 シ ス テ ムの電源は入

るが、 起動されない

1. 一部のモデルの電源装置の裏側にある電圧

選択ス イ ッ チが正 し い電圧に設定 さ れてい

る こ と を確認 し ます。 正 し い電圧は地域に

よ っ て異な り ま す （日本国内では、 通常、

115 Vに設定し ます）

2. システム ボー ド を交換し ます

3. プロセ ッサを交換し ます

電源ラ ン プが1 秒間隔

で 10 回赤色に点滅 し

た後に、 2 秒間休止す

る。 一連のビープ音は

5 回繰 り 返 さ れた後停

止するが、 電源ラ ン プ

は問題が解決する まで

点滅し続ける

10 オ プ シ ョ ン カ ー ド の 

障害

1. オプシ ョ ン カー ド を一度に1枚ずつ取り外 

し （カー ド が複数ある場合）、 そのたびにシ

ステムの電源を入れて問題が解決するか確

認し ます

2. 障害のある カー ド を特定できた ら、そのカー

ド を取り外し て交換し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

キーボードやフロン ト  パネルのランプおよびビープ音の診断 （続き）

動作 ビープ音 考えられる原因 対処方法
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POSTエ ラー メ ッ セージ
システムの電源が入ら

ず、 ラ ン プが点滅し て

いない

な し シ ス テ ムの電源 を 入

れる こ とができない

電源ボ タ ン を 3秒間程度押 し 続けます。 ハー ド

デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ ラ ンプが緑色に点灯し た ら、  

以下の操作を行います

1. 一部のモデルの電源装置の裏側にある電圧

選択ス イ ッ チが正 し い電圧に設定 さ れてい

る こ と を確認 し ます。 正 し い電圧は地域に

よ っ て異な り ま す （日本国内では、 通常、

115 Vに設定し ます）

2. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが点灯す   

るまで、 拡張カー ド を1枚ずつ取り外し ます

3. システム ボー ド を交換し ます

または

電源ボ タ ン を 3秒間程度押 し 続けます。 ハー ド

デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ ラ ン プが緑色に点灯 し ない  

場合は、 以下の操作を行います

1. コ ンピ ュータ本体が、電力が供給されている

電源コ ンセン ト に接続 さ れている こ と を確

認し ます

2. カバーを開けて、 電源ボ タ ン  ハーネスがシ 

ステム ボー ド に正し く 接続されている こ と 

を確認し ます

3. 電力ケーブルが両方と も システム ボー ド に 

正し く 接続されている こ と を確認し ます

4. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが点灯し   

ているか確認し ます。 点灯し ている場合は、

電源ボ タ ン ハーネスを交換し ます

5. システム ボー ド の5 V aux ラ ンプが点灯し   

ていない場合は、 電源装置を交換し ます

6. システム ボー ド を交換し ます

キーボードやフロン ト  パネルのランプおよびビープ音の診断 （続き）

動作 ビープ音 考えられる原因 対処方法
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B
パスワードのセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定

お使いのコンピュータには、パスワードのセキュリティ機能が搭載されてい

ます。パスワードの設定は [コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]  

（Computer Setup Utilities）メニューから行います。

[コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]メニューで設定できるセキュ  

リティ用のパスワードには、セットアップ パスワード（Setup Password）と  

電源投入時パスワード（Power-On Password）の2つがあります。セットアッ 

プ パスワードだけを設定した場合、コンピュータ セットアップ（F10）ユー  

ティリティで設定した情報以外のすべての情報に、他のユーザがアクセスす

ることができます。電源投入時パスワードだけを設定した場合、コンピュー

タ セットアップ（F10）ユーティリティによる設定情報のほか、コンピュー 

タ上のすべての情報にアクセスするときに、電源投入時パスワードの入力が

必要となります。セットアップ パスワードと電源投入時パスワードの両方を 

設定した場合、セットアップ パスワードの入力によってのみコンピュータ 

セットアップ（F10）ユーティリティにアクセスできます。

両方のパスワードが設定されている場合、コンピュータへログインをする際

に電源投入時パスワードの代わりにセットアップ パスワードを使用するこ 

ともできます。これはネットワーク管理者には便利な機能です。

パスワードを忘れてしまった場合、パスワードを解除することにより、コン

ピュータの情報にアクセスすることができます。パスワードを解除するには、

次の2つの方法があります。

■ パスワード ジャンパを再設定する

■ CMOSボタンを使用する
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パスワー ドのセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定
Ä 注意 ： CMOSボタンを押すとCMOSの値が工場出荷時の値に再設定され、パ

スワード、資産番号、ユーザによる設定情報などがすべて消去されます。後

で必要になったときのために、コンピュータのCMOS設定のバックアップを

作成してから再設定するようにしてください。バックアップは、コンピュー

タ セットアップ（F10）ユーティリティを使用して簡単に作成できます。 

CMOS設定のバックアップについて詳しくは、Documentation and Diagnostics  

CDに収録されている『コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティ 

ガイド』を参照してください。

パスワード  ジャンパの再設定
電源投入時パスワードまたはセットアップ パスワードの有効/無効の設定お 

よび消去を行うには、以下の手順で操作します。

1. 適切な手順でオペレーティング システムを終了してから、コンピュータ 

本体と外部装置の電源を切り、電源コンセントから電源コードを抜き取

ります。

2. 電源コードを抜いた状態で電源ボタンを再び押して、コンピュータに

残っている電力を放電します。

Å 警告 ：感電や火傷の危険がありますので、電源コードが電源コンセントから

抜き取ってあること、および本体内部の温度が下がっていることを確認して

ください。

Ä 注意 ：本体を電源コンセントに接続したままにすると、本体の電源を切って

いてもシステム ボードに電流が流れています。電源コードを抜き取っておか 

ないと、システムが損傷することがあります。

Ä 注意 ：静電気の放電により、コンピュータやオプションの電子部品が破損す

ることがあります。以下の手順を始める前に、アースされた金属面に触れる

などして、身体にたまった静電気を放電してください。詳しくは、

Documentation and Diagnostics CDに収録されている『規定および安全に関す   

るご注意』を参照してください。

3. コンピュータ本体のカバーまたはアクセス パネルを取り外します。
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パスワー ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定
4. ヘッダとジャンパを確認します。

✎ 他の部品と簡単に区別できるよう、パスワード ジャンパは緑色になっていま 

す。製品番号144393-101（スペア製品番号136339-001）のシステム ボードで 

は、ヘッダにJ7H1のラベルがあります。

5. 製品番号144393-101のシステム ボードの場合、ジャンパをピン1とピン2 
からピン2とピン3に移し、約60秒間待って、元のピン1とピン2に戻しま

す。 

他のシステム ボードの場合、ピン1とピン2からジャンパを取り外しま 

す。紛失しないように、取り外したジャンパをピン1またはピン2のどち

らかに戻します。

6. コンピュータ本体のカバーまたはアクセス パネルを取り付けます。

7. 外部装置を接続します。

8. 電源コードを電源コンセントに差し込み、電源を入れます。オペレーティ

ング システムが起動します。これで、パスワードは消去され、パスワー 

ド機能が無効になります。

9. 新しいパスワードを設定するには、手順1から手順4を繰り返し、パスワー

ド ジャンパをピン1とピン2に戻した後、手順6から手順8を繰り返しま 

す。コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティで新しいパスワー 

ドを設定します。コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティで 

の操作方法については、Documentation and Diagnostics CDに収録されてい   

る『コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティ ガイド』を参照  

してください。
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パスワー ドのセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定
CMOSの消去と リ セッ ト
コンピュータのコンフィギュレーション メモリ（CMOS）には、パスワード 

とコンピュータの構成に関する情報が保存されています。

CMOSボタンの使用

1. コンピュータ本体および外部装置の電源を切り、電源コンセントから電

源コードを取り外します。

2. コンピュータ本体からキーボードやモニタなどの外部装置を取り外しま

す。

Å 警告 ：感電や火傷の危険がありますので、電源コードが電源コンセントから

抜き取ってあること、および本体内部の温度が下がっていることを確認して

ください。

Ä 注意 ：本体を電源コンセントに接続したままにすると、本体の電源を切って

いてもシステム ボードに電流が流れています。電源コードを抜き取っておか 

ないと、システムが損傷することがあります。

Ä 注意 ： 静電気の放電により、コンピュータやオプションの電子部品が破損

することがあります。以下の手順を始める前に、アースされた金属面に触

れるなどして、身体にたまった静電気を放電してください。詳しくは、

Documentation and Diagnostics CDに収録されている『規定および安全に関す   

るご注意』を参照してください。

3. コンピュータ本体のカバーまたはアクセス パネルを取り外します。

Ä 注意 ： CMOSボタンを押すとCMOSの値が工場出荷時の値に再設定され、パ

スワード、資産番号、ユーザによる設定情報などがすべて消去されます。後

で必要になったときのために、コンピュータのCMOS設定のバックアップを

作成してから再設定するようにしてください。バックアップは、コンピュー

タ セットアップ（F10）ユーティリティを使用して簡単に作成できます。 

CMOS設定のバックアップについて詳しくは、Documentation and Diagnostics  

CDに収録されている『コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティ 

ガイド』を参照してください。
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パスワー ド のセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定
4. CMOSボタンを5秒間押し続けます。

✎ 電源コンセントから電源コードが抜かれていることを確認してください。電

源コードが接続されていると、CMOSボタンを押してもCMOSがリセットさ

れません。

CMOSボ タ ン

5. コンピュータ本体のカバーまたはアクセス パネルを取り付けます。

6. 外部装置を接続します。

7. 電源コードを電源コンセントに差し込み、電源を入れます。 

✎ CMOSを消去してコンピュータを再起動すると、コンフィギュレーションが

変更されたことを通知するPOSTエラー メッセージが表示されます。コン 

ピュータ セットアップ（F10）ユーティリティでパスワードや日時、および 

その他の特別な設定を再設定します。

パスワードの再設定の方法について詳しくは、Documentation and Diagnostics  

CDに収録されている『デスクトップ マネジメントについて』を参照してく 

ださい。コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティについては、 

Documentation and Diagnostics CDに収録されている『コンピュータ セット    

アップ（F10）ユーティリティ ガイド』を参照してください。
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パスワー ドのセキュ リ テ ィ およびCMOSの再設定
コンピ ュータ  セッ ト アップ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ を使用した 
CMOSのリ セッ ト

コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティを使用してCMOSをリセッ 

トするには、まず、[コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]（Computer  

Setup Utilities）メニューを開きます。

「F10=Setup」メッセージが画面の右下に表示されたら、[F10]キーを押しま

す。必要であれば、[Enter]キーを押すと、タイトル画面をスキップできます。

✎ 画面右下に「F10=Setup」と表示されている間に[F10]キーを押せなかったと

きは、コンピュータを再起動して操作をやりなおしてください。

[コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]メニューから、5つのボタン  

（[ファイル]（File）、[ストレージ]（Storage）、[セキュリティ ]（Security）、[電

源]（Power）、[カスタム]（Advanced））が選択できます。

CMOSを工場出荷時の値に再設定するには、日時を設定し、矢印キーまたは

[Tab]キーを使用して[ファイル]（File）→[デフォルト値に設定して終了]（Set

Defaults and Exit）の順に選択します。この操作で、ブート シーケンスやその   

他の工場出荷時の設定を含むソフトウェアの設定値がリセットされます。た

だし、ハードウェアの再検出は強制されません。

パスワードの再設定の方法について詳しくは、Documentation and Diagnostics  

CDに収録されている『デスクトップ マネジメントについて』を参照してく 

ださい。 コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティについては、  

Documentation and Diagnostics CDに収録されている『コンピュータ セット    

アップ（F10）ユーティリティ ガイド』を参照してください。
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C
ド ラ イブ保護システム （DPS）

ドライブ保護システム（DPS）は、一部のモデルに搭載されたハードディスク

ドライブに組み込まれている診断ツールです。DPSを使用して、保証規定が適

用されない、ハードディスク ドライブの交換に至るような問題を診断します。

コンピュータの組み立て時に各ハードディスク ドライブに対してDPSテスト 

が実行され、主要な情報がハードディスク ドライブに書き込まれます。この 

情報は半永久的に記録されます。DPSが実行されるたびに、テストの結果が

ハードディスク ドライブに書き込まれます。

DPSを実行しても、ハードディスク ドライブに保存されているプログラムや 

データには影響を与えません。DPSはハードディスク ドライブのファーム 

ウェアに含まれているので、オペレーティング システムが起動できない場合 

でも診断が可能です。テストに要する時間は、ハードディスク ドライブの 

メーカーや容量によって異なりますが、ほとんどの場合1ギガバイト当たり約

2分かかります。

ハードディスク ドライブに問題があると判断したときに、DPSを実行してく 

ださい。ただし、「SMART Hard Drive Detect Imminent Failure」というメッセー     

ジが表示された場合、これは重大な障害があるという意味なので、DPSを実

行する必要はありません。この場合は、ハードディスクの情報をバックアッ

プし、ハードディスクの交換についてサポート窓口へお問い合わせください。
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ド ラ イ ブ保護システム （DPS）
コンピ ュータ  セッ ト ア ップ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ からの 
DPSへのアクセス

コンピュータが正常に起動できなかった場合、以下の手順に従って、コン

ピュータ セットアップ（F10）ユーティリティを使用してDPSプログラムに 

アクセスします。

1. コンピュータの電源を入れるか再起動します。

2. 画面の右下に「F10=Setup」と表示されたら、[F10]キーを押します。

✎ 画面右下に「F10=Setup」と表示されている間に[F10]キーを押せなかったと

きは、コンピュータを再起動して操作をやりなおしてください。

[コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]メニューから、5つのボタン  

（[ファイル]（File）、[ストレージ]（Storage）、[セキュリティ ]（Security）、[電

源]（Power）、[カスタム]（Advanced））が選択できます。

3. [ストレージ]（Storage）→[DPSセルフテスト]（DPS Self-Test）の順に選 

択します。

取り付けられているDPS対応のハードディスク ドライブの一覧が画面 

に表示されます。

✎ DPS対応のハードディスク ドライブがコンピュータに取り付けられていな 

い場合、[DPSセルフテスト]オプションは画面に表示されません。

4. テスト対象のハードディスク ドライブを選択し、画面に表示される指示 

に従ってテストを進めます。

テストが終了すると、次の3つのテスト結果のうちの1つが表示されます。

■ テストは成功しました。完了コードは0。

■ テストは異常終了しました。完了コードは1または2。

■ テストに失敗しました。ドライブの交換が必要です。完了コードは3から

14までのどれか。

テストに失敗した場合は、修問題の対処方法についてサポート窓口にお問い

合わせください。その際、テストの完了コードをお知らせください。
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